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重 言 受 改 正 〈十月一日から値上げ賓施〉

工業新聞紙上及前競附録等で褒表の通り去る九月三日評議員舎で下記の遇ち舎費の再依上げの件をさを合

一致で可決されましに。現下の位台北犬勢が本舎の運管に非常な打撃を裳り財政難に陥っておりますので合

員各位の深き御理解とー屠の御協力をお願ひいにします。

E 舎 員 月額

二 器 E 倉 員 ( 元 維持合員と稿す〉

il 舎 員

入 合 金 は 正 員 回 買 に

20園を 40圃に改正

1000l BJ に改正年額一口 300園を

月額 10固を

准 員 初 圏 に 改 正

20llJ Iこ改正

以 上

、供4 、府d、例'‘ ' ‘・・u、"'"、..... 、..... 、̂'‘ '̂均ら

日 本 建 築 協 合

日 本 主 要 術 舎 議 舎 員 候 補 者 推 薦 の 件

援而各圏休を遇。じ周知い? こしまし? こ皐術合議の変格登録の件は各部門共夫々の圏体を経て目下整理を念:

いでおりますが来る十二月二十白金図的に合員の選奉が行はれます、右の内建築部門の合員候輔者は下記

の遁ちで各曾圏体で共同推薦いにしております、此謹奉擢は今決登録され? こ方にあちます 、有権者各位は

作J 卒宜敷 t 御協力抑援助賜ちん事を切にお願い? こします。

{ 坂 静 雄 君 ( 京大教授工博〉

金 圏 直 岸 田 日 出 万 君 ( 来大教授工博〉 推 麓 国 体

武 藤 清 君 ( 東大数授エ博〉

建 築 事 研 究 曾 さ を 園 建 設 業 協 曾

関 東 地 直 内 藤 多 件 君 ( 早大設皮工博〉 日 ポ 建 築 皐 合 日 本 建 築 協 : 曾

北 海 道 大 坪 喜 久 太 郎 君 ( 北大教授工博〉
日 本 建 築 土 曾 日本建築設計管理詰』合

中 都 田 淵 喜 郎 君 〈名古屋市助役〉

熔 接 事 合 土 木 a  合

中 園 田 園 末 松 築 君 〈建設省地方建設局長)
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所 感
合 長 竹 腰 健

ご丘二

ユ旦

我園の一般社合紋態も終戦後三年有年の今日に於ては次第に厳脆紋態を脱して奮来の姿に立返らむ

とする希望が見える様になっ? こ事は柳か意を張〈するに足ると考へられる。本舎も此一般社曾放勢と

共に其活動に於ても漸次秩序を取返しっ、ゐる事は合員各位と共に悦びに堪えない。本合機関雑誌

『建築と紅曾J は毅時中園策順懸の fこめ其筋の内示に従って『建築雑誌j と併合の止ななきに立至っ

て居? こが、合其者の合体が成功しなかっ? このでE没後は再び奮紋に蹄り本舎は合報や雑誌を断片的に夜

行しつ〉、他方本舎に劃する用紙割嘗につき懸命の努力を績げて来? こ。今回漸〈其願望が逮せられ文

部省から本年第二、四卒期分として第一回の配給を受げる事が出来、漸〈戦後の願望が達せられ? こ弐

第である。米1: 満足なる量に達しては居ないが蕗休復活の第一歩として御問屋Eの至りでゐる。本件に

闘しては嘗合の事業を理解して此所・置に出られTこる文部省関係各位、エ撃協蓮委員合並に建築喜昼食に

聖母し満腔の謝意を表するものでゐる。五に於て本年度計割の季刊夜行の曾誌の外に合報を主とし? 二本

誌を夜行する運ぴとなっTこ機舎にl ! Ypか本合の動勢と所感とを述べて見? こい。

E設後合誌の蛮行が意の如〈ならない埋め合せと一面封社合性をー唐強化する? こめ本年一月から建築

工業新聞社と蓮織して共同編集の事を申合せ同誌を合員に配布して来? こが諸種の経桝的事情のTこめ充

分本舎の目的を逮するに至らす・九月限り一時間祉との申合を解消し、再び奮に蹄り、出来得る限り曾

誌の蛮行田童文を増し、内容を充賓して曾員の期待に添はん事を期して居る。

職後混沌として秩序を失つ? こ我建築界も次第に落付きを見せて来? こ? こめ此際業界の欣況を知るのイ更

を得る? こめ叉語学員の所在を明かにするため咋多来建築便覧の夜行を企薗して居たが、本奉内容の完備す

ると共に之れル張行し取 ｰ か建築界のｾめに寄奥する事の出来 ｔ こ事は本曾として欣快に恩ふ虞でゐる。

本舎は更に、本春来主要都道府J際に建築部の設置を主唱し聞係諸圏体と共に其促進を企て、一時は

甚忙し〈困難であるかに見え? こが本秋に歪り途に其目的を逮せられ既に六大都市其他に建築部の設置

を見? こ事: は、者1¥市復興の? こめ鹿賀に耐 'えぬ虎でゐる。

又今夏来関係圏体を呼合して前説紙 ｴｾ 載 の 却〈不燃者 Ｑ｜ 市促進運動に遜進中である、本運動は再建日

本の? こめ、都市構成の? こめ、持又耳ff!?- の? こめ尤も重要の一大事業である、切に各位の熱心なる御協力

を侠ち所期の目的完途を期し? こいと考へる。

備目下計霊中のものとしては復興住宅建設促進の一助として住宅金庫設置に関する件がゐる、此問

題は住宅委員舎で折角調査研究を進めてゐるので近〈具体策を得る事と恩五、。

ｾに建築皐合 、 建築士曾、全閣建設業協舎とは常に符 ｊ 接な蓮携の下に共同事業を績けてゐる事は別

項合務報告に記しに遁りである。

本舎は叉昔日の技術者を主体とする舎から摘〈建築関係者全般を包容する事に改正されて以来多方

面よ b 入舎を得てゐるが更に多数の入合者を得て合勢を損張し今日よりも更に強力なる園体となる事をと

期し? こい、是れが? こめには舎員諸賢のー居の奮闘によって更に曾員の場加を期しTこいと考へて居る。

曾内部にあっては昨年来地方有志の努力の結晶として東海、京都、兵庫、鹿島、九州に支部が結成

され今春来和歌山に之が代行機関とも云ふべき合勢委員曾が設けられ東京に連絡委員が設置され合勢

設展の基礎が築かれTこのである、然し今日は一路の陣容が撃つにのみで未1: 漉 刺Tこる活動の域に達 し

てゐなト恨がある、此鮎に開じては時キ各支部役員幹事の蓮合協議舎を催 し今後に警践 しTこい考へで

あるが支部の活躍珪遣は一室に所属曾員の熱意の如何にか〉つてゐると考へるので充分な御協力を希

望する次第である 。

畿等、の? こめ従来のクラブ室、建材陳列場、画書室等の車交止を見、験後事務所難に柄されて本合事務室

も甚し〈狭箇となり合務多端ならんとする秋に首 b 、支障膨ら十又合員各位の集合にも不慣を奥へてゐ

? こが今回竣工きれる大限建設曾官官に本音Bの一昔Bを移 し今後は各{ 立の藷合合にも便な I らんと して ゐる 。

内外共に1I ' . J l . じ来ればな'すべき事業は余 b にも多いが英成果を象げるには事務局の描大強化と之に伴

ふ財源の充賓とを計ねばならないが、翻って現下の経財界を展望すれば金融逼迫の紋日に非の感ゐ b

て本合の集る影響も極めて甚大でゐる 、斯様な次第で不本意ながら含賓の依上 げも再三に及んでゐる

がfilj 卒過渡期の成行として御諒承の上諸錦込みに御協力を願ひ曾の運営に支障なき禄銅l援助ゐらん事

を切望するものでゐる。

終りに云はむとする昆は役員一同は単に合員各位の代行機関でゐると云ふ事でゐる 、各位は自ら の

協 曾 としてー唐の熱情を以て凡ゆる面に封し指針と指導的意見を寄せられん事を待望するものでゐ る

( 二三 ・- 0 ・ー記〉
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正倉院御物尺受書

正倉院の御物が曝涼期に限って奈良の博物館で

公開され初めてから本年は三回目になる。

従来特定の者にのみ限定許可されてゐ? こので一

般の人には拝視する機舎がなーかつにのは誠に遺憾

であるが毎年少量づつでも公開される事は動閣の

文化遺産の債依ｾ一般大衆に認識させる意味に於

て大いに意義の深い事と私は喜んでゐると共に嘗

局に劃して大いに敬意を表し? こい。

殊に毎年我キ建築家に取って直接関係のある資

料を出陳して〈れるのは何より有難い事である。

昨年は東大寺の四至の圃とイ曾房の存面聞を出して

〈れにので宮崎= の配置圏や平面の書き現し方がよ

t わかっTこ。まに一昨年は媛棲尺( l vory foot rul e) 

が出てゐ? こが51 き捜き本年は斑犀尺と木尺とを出

陳して〈れるとの事が新聞で報ぜられ? こので拝観

する迄に少しでも参考になる事を紹介しておき !1t.

のでこの筆を執る事にし? こ。

私は二十年も前から毎年正倉院の特別拝観を許

可されrて拝販の光楽に浴してゐTこので古い日記の

受害の中から尺に就いて摘記しよう。

正倉院には尺は北倉に六枚と中倉に十三枚と都

合十九枚が保 1子されてゐる、中にも北倉のものは

天平勝資八戟六月廿一日の献物幌に

紅牙楼鎚尺二枚来最牙扱鑓尺二枚 白牙尺

二 枚

と記載されてゐるもので聖武天皇の御遺愛品で

あってそれをそのま、東大寺へ伺寄進になっ? こ貴

重なもの: である。

務衡三年の雑物質録、延暦十二年曝涼使解、

弘仁二年官物勘録等にも同一記事がゐって今日に

至ってゐる。

比の外上記のもの以外に中倉階下中柵に、援鎮

尺四枚、斑犀尺一枚、木尺一枚、来透了牙尺二枚

音1- 八枚があり又斑犀小尺一枚、碧瑠璃小尺一枚、

資瑠璃小尺一枚、碧瑠璃小尺一枚、予言瑠璃小尺一

枚の五枚と都合十三枚がある。

此の内北倉の紅股鍛尺一枚が一昨年出陳され? こ

ので皆様は巴に御承知の事と恩われるが本年は同

じ鹿にゐる紘按鎮尺が出陳されるとの事でゐる。

按鎮とはパチＩｾ e額み製作法のテク z ツクでハ

ネポ Hの意味である。象牙に限られるもので之に

研彫と毛彫とを混用してゐる。

然も紅、紺、総主宰の色を以て染め上げにので其

の色をとって紅殻接とかの名稽ｾ附してゐる。之

れ等の尺には目療のあるのと無いのとがあり一寸

目のところに目盛の代りに花鳥風月や動物検問な

ぜを彫刻してゐて何れも色彩と云ひ園祭と云ひ技

巧と共に愛に立汲なものでゐる。此の彫法は尺の

みに限られにものでな〈碁子、刀子の鞘、琵琶の

接、如意の柄等其の他の工事品にも津山用ひられ

てゐてその遺品は津山あり作J れも巧織にして優雅

豪華を極めてゐるから工護家の好参去さでゐる。

4  
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ま守

口 殺按鍵尺

材料は象牙を用ひ目疫がな〈繰牙とあるが藍色

の冴えにものに近〈一寸宛に剖され? こ界線内には

唐花交と鳥獣文とが交互に線刻されて朱が入れて

あり色の調和といひ、つやつや tとして研麗とも云

ふべきである。側面の雲文は俗に鍵雲とか天平雲

とかいふ嘗代雲形の基本的型式のものを綿到し何

れも一寸宛j刻んでゐる。長さ曲尺九寸八分

ロ 白 牙 尺 ご 枚

白牙製で表面に一寸呂五分目一分自を ｾＹ 普通

今日使用されてゐるものと同様である。之は後鎮

でな〈着色もないが此の内一本は紅紛で他は背筋

で自主をしてゐる。長さは各九寸八分ゐ b之れ等は

紅畿銀尺と共に献物帳にゐる赤漆文槻木御厨子に

納められてゐる。

次に中倉階下中棚に納められてゐるものに

口 紅 牙 扱 接 尺 四 枚

これは一昨年出陳されにものと同一様式のもの

で長・き、巾、厚等少差はゐるが作J れも鴛鴬唐草烏

章子花烏弧虎鹿等!それぞれ逮つTこ園祭を到してゐ

る。大休長さー尺官官後横巾七分二厘から一寸厚二

分ご厘から二分九厘ゐる。

ロ 斑 犀 尺 一 枚

これは目療のｾＡｊ線に朱を填め金箔を押しにもの

で一寸異なった手法でゐる。長九寸七分王塵ある

ロ 木 尺 一 枚

これは長さー尺主寸あって五寸自のところに銀

泥を以って花鳥蝶等の文様を描いてゐる

ロラi - d : 宣了牙尺二枚

未完成品のものである。長さ九寸七分五厘

以上はー尺以上の尺であるが正倉院には僅か長

さ二寸や三寸の小尺と構するものがある。

ロ 斑 犀 小 尺 一 枚

長さこ寸白線の紐をつけてゐる。

ロ 碧 瑠 璃 ノj 、 尺 一 枚 長 さ 二 寸 五 分

口 碧 溜 璃 小 尺 一 枚 長 さ 三 寸

ロ 責 瑠 璃IJ 、 尺 二 枚

長さ各三寸である。

以上の五枚には悉〈目俸がしである。

嘗代の遺物としては法隆寺を初め、牒のｾ臼寺民

間では兵庫l係の嘉納氏なぜも所漉してゐるがこん

な立官民なものがz r . 紫の日常品として使用されてゐ

Tこものか或ひは単に装飾品として作られ? こものか

は一つの問題である。然も回接りのあるものは別

として園祭の用ひられにものは一寸目箆に相等す

るのみである。

まfこ小尺の如〈二寸乃至三寸のもの、 3費用的債

依如何である。一尺の長さのものに自主暑が Ｑｾ (.，二

寸や三寸の小尺に自療のあるのもまに一考を要す

る問題である。

甚Tゴ筒皐でゐるが私の究書ノートから摘記しに

のみで何かの参考ともなれば望外の幸である。

( 23. 10. 1)  



乙れからの建築はどうあるべきか液)

@ 座 百炎

出 席 者

司 曾 者
.西

山

梶 原 =  郎 氏 ( 屋 大 騨 部 敬 意 )

小 林
= 氏 ( 元 復 興 院 総 裁 )

一 商 工 大 臣

近 藤 博 夫 氏 〈 大 阪 市 市 長 〉

坂 静 雄 氏 〈 京 大 敬 授J

庄 司 光 氏 ( 善 治 紳 研 究 語 )

曾 .

近 藤 一績の望みをもってお

る。背はわれわれ若い時介にそ

んなことをいふて通らなかっTこ

がこのごろは街を歩いても男は

ほとん 5 洋服、女の和服は百人

に一人もない。みんなアッパツ

パや洋服を着ておる。おばあさんまで洋服亡。こ

れは家を改良に導くことになるんt: 。西脇さんも

洋 撰t: がうちへ蹄ったら浴衣と着替えますか。

西 脇 浴衣に着替えます。

近 藤 それがいりない。鹿げTこ人は振袖を者

? こ〈ても買えないからこれの方が安いから、この

機合に西洋式にといふと惑いか知らぬが兎角それ

は能率的行。
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場 所 … … 児 島 邸 本 合 分 室

西脇 仰せの通りまった〈能率的です。さっ

きの警官のアパートは不完全t: つにのでしょう。

合住いみ fこいなものでしょう。

近 藤 す，っと廊下のある寄宿舎t: つ に の で す

梶 原 建築協舎が命令してよい設計のアパ戸

トを塗る。そして生活の出来易いような設計をこ

しらえる。数育的な住居、それによってやらな η

れば駄目 t: 、今の様な作J でもつかい、何でもこし

らえるといふズボ・ラな家はこれは止めなげればい

りない。

和 辻 住居の問題はそこに多分に衣食の問題

を入れなりればいけない、そうして始めてびっTこ

り と 板 に つ い

近 藤 主 に 衣 の 方t: ね。

屋根瓦の王 w 洋 瓦 H

陶 器 製 フ レ ン チ 五 S 型 五

日 本 型 瓦 ス パ ェ ツ シ ユ 瓦

色 合 赤 褐 色 青 色 背 緑 色

屋根克マ一番安慣ナ f r 1 ! 剛板 H

14吋ストレート型

東洋瓦産業株式含祉

大阪市夫王寺夜大道三丁目一二五番地

家のクリー= ング

ヲ骨古家庭が新築同様となる美索ヱ高野

安 新 築 家 屋 に お 手 入 の い ら ぬ 美 紫 工 事 請 負

*石 . !l イ ノ レ 洗 浮 工 事

美 素 工 業 所

大阪市東Y aE 町C堺筋) 三和ピル三階

電話ヰ悩 ③ { 二22異こ予
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和辻 粉で配給しておるようなことじゃ駄目

で、パンに L なけ bゃいりない。燃料の問題にし

? こって大きな負捻1 ' :

司曾 共同炊事は大援やりに〈いことで、そ

ういうことで協同化するということは余程先きの

ことですね。

近藤 住宅問題で一番やかまし〈云うのは炊

事てね。

長長

づ、林 外薗じややっちゃいな

いよ。スイツチを一つひねりや

共同炊事なんてや危な u こって

いい。パンはさ' こでも配給して

おるよ。この共同炊事は誰が考

え? こか知らぬが、まあ戦時中のまちがつ? こ宣停か

らでしょうね。

和辻 日本人はさ' うもあまり生のものを食べ

過ぎる。アメリカ人は食わない。主婦が自分で綴

詰なんか買うにしてもよ t 調べていいものを一週

間分も買出しておしこれを月曜日に買っておい

E震では至極筒草1: 。時には肉を買いさえすりゃ

いいん行。やることがとても筒草に併なんて。日

本人はいま 1: に粉食を仕方な〈ぞのま、食ってお

る。こんなことをやっておるのは世界中さ' こもな

いよ。

西脇 ガスや電気が十分〈れ? こらいいんです

がね。主婦はとても助かるんですがねえ市長さん。

近藤 同 感 じ ゃ 。 然 し 俺 の せ い じ ゃ な い よ

( 笑聾〉まあもう少しの辛棒です。 1: ん? ゴんよ{
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石 井 建 材 有 限 曾 祉

祉 長 石 井 一 信

神 戸市兵庫直荒田 町一了目一三

電 話 勧11①(;;ロ)呑

なってゆきますよ。

西 脇 アメリカでは長泡開放で

小作人を保護しておるように日本

の借家人も保護して頂き? こい。

少い衣食で我慢しておる。その

上に家がないというのではまつに

t 悲惨ですよ。家を建てるのに算盤をはじ〈、こ

れもゃなを得ません。賞然のこと? ゴから少々家賃

を高〈しでもよろしいが、標準のとれる方法を作J

か芭局なりこの建築協舎の方々がお力添え下さっ

て家を建てるよう、重力願えませんでしょうか。

借家人佐保護して頂きにい。こうしにことは家事

審判で日キ起っており家を返えせ返さぬという問

題、ぞれから離婚の問題、情けないことてとっ〈

づ〈感じております。車分の家をぜんざ' ん建てる

人を本宮に保護する政策をとってもらいTこい。建

築協合から建議して下さつにら、?こL 、へん力強〈

ま? こ目的達成も早いと思うんですが。

司曾 ぞれは経えす・やっており

ます。採算がとれるようにそうな

るとそこにまに家賃を上げなりれ

ばならぬ。そうしてまに賃金俸給

なぜも上げなげればいげないとい

うことになって〈る。

そんな工合に〈る〈る回って〈るからなかなか

思うように運ばないんで- すよ。

和 辻 市長さんさ' うです。一つ行政整理をや

っ? こら… 人口も三千寓にならなきゃね。

建 築 金 物 ・ 九 釘 ・ 針 金

亜鉛鏡板・電線載線・ダラス

ポーノV ト・メタノ』ノラス

株式曾l仕 小 野 瀬 萌 底

本 応 大 阪 市 西 直 立 東 腐 北 通 一 丁 目 二 九

電 話 新 町 197・1667，・1212

支 底 紳 戸 市 兵 庫 国 松 本 湿 六了 目 四

電 Eき 湊 川 ! l 5  3  



域 政府が三分のーにする強行政策をとらな

きゃ駄目化。

「さ' んな家に佐u ' ペきか……具体的に……」

中野 住宅問題の合理化に開聯し

b  て近頃婦人の方が洋装する。ま Tこア

ツパツバを着ると云うふうに簡易化

しておるが、この楼舎に日本の佐宅

もその住い方をこ何とか捷へる要があ

るんじゃないか。

小林先生のお話の遁 b縁側つきがまに碕ってお‘

るが、間取りや家の買さなんぞも建てようとする

人が工夫して饗える必要があるんじゃないか。婦

人の Hf J . 張の合理化のように、こういう建物もこれ

からざうすればよいかわれわれは最小限でもいい

からとにか〈気持のいい家に住まいにい。作J とか

これを促進しなりればならぬと恩う、そういう点

について。

梶 原 いま人聞の往んでいる昼散を調べてみ

るとざうも独いですよ。ざの位かというと三盤以

下となっておるんです。

庄司 此花直で調べTこんですが、いろいろ住

居の問題について研究すると結局三昼以下が六0

Ｅ戦災者はまＮ，ｾ悪い。非常に軍縮され＿こかにちに

なっておる。ぞれともう一つ合理的な船室につい

てのお考へのように合理的なものであればよろし

いが、ぞれは設備のととのつに上での話であって

庚引こついても今云われ? こように賢い家を占めて

水 銀 僚 高 速 焼 付

堂 島 青 2言葉工業所

大阪市北直堂島浅3mリ一丁目六六

電 話 徳 島 @3  3  7  5 替

( 堂ピル西入ル天満公共職業安定所前)

おるものもゐるが、逆な立場からいうと狭 t てよ

〈ない。

復奥住宅というものも政府の住宅政策というも

のも狭いところへつっこむという考へ方を是正

しでゆかねばならぬ。ある程度の置さをも fこすと

いうことをわれわれの立場、としては是非拐、読し? こ

む、。

中野 そういうふうにするとさ' うでしょう。

いまの日本の欣態からは 5 の程度で最小限の何か

標準主いつ fこようなものを考えることは出来ない

もんでしょうか。

庄司 せん ｴｾ って家 ｐＵ うする居住について

さ' うすればよいか。一人あ Tこり何棟でおさえるか

という問題について設備の点浴場とか便所とかそ

の他いろいろ割出して調べてみましに。一人ゐ? こ

りについてそのハツキリしに数字はま Ｑｾ 決ってお

りませんが… …

d、林 せんてって建設省復興院から懸賞募集

していにがなかなかいい家があっTこ。外闘のと同

じて。ベッドルームとか大体三つぐらいにして非

常にうま〈出来ておる。便所ーなぎ小締麗にそして

子供で 3うれば子供の小さい部屋なさ' もこさえであ

り十五坪以内でなかなか立仮に出来ておると感心

して見? こんですよ。

中野 そういう工合に家を完備しTこものにす

るという方向にもってゆ〈といいですね。、

小 林 いま向うの進駐軍がもってきであーる建

土 木 建 築

株 式 住 丞

曾 枇 砂 己
組

( 奮稿石原産業株式合紅土建都〉

一一一 一一一一ー一一一一一ーーー一一ーーーーー一一一一一一

大阪本位大阪市西直土佐掘通ー丁目〈大同ピノレ7

代 表 電 話 土 俵 場 @ 2531 2931 

支 庖 管 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 和 歌 山

京都・市中戸・徳島・九州・新宮
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築に隠する穀誌を見るといろいろ雑多なものが主主

民入りで載っているが、? こいがいし 、いものでも一

高ドル以下1: 。普i墨田五千ド) L . 1: 。一真ド) L . も出

せばなかなか立汲なものがある 。あれを見てると

まっ? こ〈簡皐1: 。日本のようなポ ーチなんかない

よ。すぐ家へ入って行〈、そして必す'ギャ ν ツヂ

がついておる。効果的1: ね。

いままで刻、は三十何年間家をつ t って経験して

おる。す・っと箕面電車のさきから住宅を建てて作J

寓何千固貰ってき? こが、損をし? このは問洋館で、

こればかりは逢つにらきっと損をする。

駄目にね。西洋館は決して褒れないね。住宅を

君事山つくっ? こが洋式を是非つ〈れとやかまし〈云

うもんてから仕方な〈岡本方面へ一、二軒西洋館

の洋式住宅をつ t ってみにところが寅れない。誰

に交渉きしてみても駄目1 ' : 。結局損1: 。誰も買っ

てくれない。さんぎんな目に遭うによ。然し ζ ・れ

からは決してそんなことはない。簡易化して賞用

肉になって行〈からね。今までは西洋聞は遁さな

かっ? こんて。なぜかと云うと殊に先刻話のあっTこ

ように全図的じ見て八割が借家すまい1: から… …

いや官吏が轄任する。ゃれ合祉員が轄勤てという。

日本人に家をもって居るものはほとんぎない。

みんな借家住いなんて。 その〈せガラクタ道具

1: けは海山もっておr る。ゃあグンス1: 、茶ダンス

1: 、イ'ri J k 1三、第一置〈場所ーがない。コタツまでも

って歩いてお、る( 笑繋〉西洋間1: とペットで棚式

8  

株 式

曾 J枇

土木建築詰責業

浅 沼 組

本社・大阪市天主寺1 i i : 石ケ主士町

理主話代表南738. ＷＳｾＮ＠ 730呑

支 賠 ・ 東 京 都 新 宿 磁 四 谷t 木町五ノ七

電話瀧橋422. 423

名古屋市中村直大開通 9 一丁目

電話本局20品。

聖子業所・滋松・稿生・王滞浪・郡山 ・奈良

京都・需申戸・凶宵 ・呉・小倉

てから八昼の聞でも随分康〈使える。しかしガラ

クタ道具じゃほんとうに置 t 場所がぎこにもない

からね。

和辻 法律で決めなけ b やし、かんのじゃない

か。つまり家にはこういうものを必ら十つけて置

〈んてと L、うふうに。菅と異ひ今の世の中じゃ僻

令一本で動〈事が多いからね。こういう時代に同

じものを持ち歩〈ことは圏家的にも不経済亡。輪

選カのロス。こんなものは f この家にでも必ら十

つりでお〈というふう lこすればよい。従来の様式

を根本的に鑑えな〈ちゃゥソ1: ね。まあ法律かな

んかでもって家というものにはこういうものが、

大体デザインによって必らするつりでお・しこしら

へてお〈というように一般留民の頭に植えつけと

くこと 1: ね。

小 林 外国じゃ天井裏に持って来? こ荷物をほ

乞いにものを入れるところがある。ま Tこ地寸マ室 iこ

は物置が出来ておる。整頓されておる。

庄司 最小限の規模を一つ《って

頂〈、十五坪ではぎれ〈らいにす

る人数はま? こぎ' れくらいにする。

ぞう基本的基盤が欲しい。この

問題が大切です。

でないと結局惑い家に自然と入って行〈ように

なる。結局努働者の住宅が多いが、一番低いとこ

ろの最低限では一人嘗 b い《らかと・、お前はこれ

これというようにこの際法律でもって住宅問題を

株 式 鮒 大 林 組

本 社 大 限 市 東 区 京 橋 三 丁 目 七 五 番 地

也管舌莱( l H) 8oO番 拠 出 呑

支 盾 ・ 札 幌 ・ 似l蚤・東京・積演・名古屋

京 都 ・大医・際島・稿防



決めることですな。同時に土地問題も一奉に解決

する。これが緊急: 問題のように思うね。

近 藤 大限市の生活科事研究所では今日まで

一年間特に少数の人を限定していろいろ細かい統

計をとって詳細に研究しておるがね。

一度私に出てこい、調べて〈れというんで行つ

?こ。

さ' ういう統計ーが出来ておるかと見るとなかなか

よ〈調べておる。いろん Ｑｾ 間取をつ ｴ って隅キの

ところまで研究されておら。感心しによ。佐み心地

から能率の点からまみ調査項目が随分懲i . l J ある。

ガスはこういうふうにする。こうすりや偲利が

いいとか惑いとかいろいろ貧際の統計を出してお

る。生活力4ざうとか片つ方からはいろいろ注文を

つりで入っておる人に強制的にその調査項目毎に

詳細書入れてもらっておるが、一年を経過しに今

日相官なデーターが出来ておる。いい参: J きになる

と思ふ。

司曾 庄司さんもそこへ入っておられるので

すね。

庄司ハア… ・

中野 生活展覧舎で生活のモデルを認識させ

るんですな。そういうところまでもってゆかなけ

りゃならない。

庄司 将来の住まい方、これをさ' うすればよ

いか。この指導をしなかっTこならばその中へ入る

人も自然 t 低下する。しっかりしに心組みを持Tこ

鹿島建設語大阪支庖

大阪市阿倍野W. 阿倍野筋二ノ三三

電話天王寺( 77) 37:l 0 ・3737- 3139呑

本 社 東 京 都 中 央 軍 横 町 二 ノ 三

大 阪 支 脂 骨 相 抽 同

管内管業所刀、 制 門 戸

出 張 所 ・ 奈 良 ・ 姫 路 ・ 岡 山 ・ 山 田

せる。こういうことでまあ一年になるか廃さはさ

きlまさ' お零ねになっておられにが集圏住宅1: が 一

軒、二十坪ぐらい。これが将来の，最小限この匿さ

でいｾ e 思う。住居に謝する考え方が非常に封建

性というか惑い商がま 1: 津山競っておる。この集

鹿住宅には相官いろんな方面の人が入っておる。

大皐の教授なさ' も入っておられるが、タミ離な話1:

がよ〈槻祭してみると住居というものに封して本

嘗に概念が徹していないように。つまり動勢に童話

する Recrest i on がないね。場所を興え- ても住む人

の数育が必要になって〈る。慣の切替えが出来て

いない。依然どして古いゴチゴチの頭じゃ駄目1: 。

司曾 皐校なんかの家事- 敬育も住居という方

面にカを入れする、そういうことがわから令に唯活

け花や茶そんなことばかりやっておるようにが。

小 林 ソヴイエートに行〈とその点徹底して

おるよ。 r ニヱプ) J ，の1自主主の工場が十っと並んで

おるところ亡が、その寄宿合を回ってみて驚い? こ

よ。

規則警ももらってきておるが、ちゃんと花はさ'

こへ置〈窓のところの… 。そしてテープルは部屋

のさ' ニそこへ、こう向けて置〈間隔は街尺イI l J寸と

いう: て. 合にきまって :':;f る。花は一ヶ月に{ i l j べん; 取

替える。

ぞれをまるで子供に数えるように家の額はここ

へさ' ういふうに掲げる。額の主将t 1 場所ーから何もか

もすっかり規則づ〈めに出来ておる。驚いちゃっ

株 式

含記: 鴻 地 組

本庖 大阪市此花夜惇法町北三丁目六七

電 話 l比才E ( 4G)  lfi  3  1呑

支 応 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 宮 崎 ・ 松 江
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? こよ。それから歩いておると同じ花がさ' この家に

もあるＨ笑芸幻聴いてみに。こういう規ｊｻ ｬｪ ＱＺＺｾと い

う〈笑撃〉こういう調子t: から台所な 5 も酒はさ'

こ醤油はぜこという工合にちゃんーと置場所もきま

っておることてらうと思う〈笑翠〉

司曾 はじめはそういうところから出張しな

付りゃいかんね。

中野 女畢生を敬えるのに例へば嫁入りする

ときは嫁入道具はこれ乙れというふうに至極簡単

にする。トランク三つにするとか、感校でこの敬

7ぎをやってもらわねばいけませんね。

小 林 そいつは是非必要によ。タンス一本に

しにつで今日なかなか頁えないよ。まあせいせ' い

簡素化することにね。

西 脇娘は考へな〈ても親の方がねＨ笑ｾＩ

今日の娘さんは相官理解しておりますがま t: ま

てその数育は必要でしょう。しかしお父きまてっ

て乞うもうちの格式上とおっしゃるのでね。私は

この稼兵庫牒のあるお宅へこれは酒造家さんのお

慢さんですがお世話しに。ぞれが何んと育寓固に

上る仕度です。婦人命なさ' が活動され結熔生活改

善なさ' にカを入れておられるのに。競人局長なぎ

も一生懸命設いておられるのにぎうもちっとも背

と建っておりません。結併については 、 まつ fこ〈

奮態依燃? こるものです。

小林 そういう考えも一般にゐるね。これは

もう結局ぜうです。引越しなんかのときは物をも

佐藤工業株式奮散大阪支底

大限市東区北演一丁 目二十五養地

電 話 北 讃 5 5  2  0 呑

本 社 ・富山市線、曲輪二三O番地

東 京 支 庖 ・東京都中央直日本橋ーノ二

名古屋支庖 ・名古屋市中1町中ノ町一ノー

京 都 支 庖 ・京都市四保河原町上 )1.-東入

10 

? こさぬというふう iこしにら … … こうす bやすっか

b 生活様式もー漉するよ。私サンフランシスコに

いにとき見? こんt: が、本棚を一々分解してわが家

へ跨ってきて組立て〉おる畢生を見? こ、大きな本

棚t: が分厚い金が乗っけであるが五、六枚をとされ

いに分解して外すと小さいものになる、ま 7こ官官に

私のところへ轄勤して来? こ入がゐるが、その人は

? こいへん上手に板のようなものでみな組立て分解

式にしておっTこ、 t: からご〈少い容積で桝んでい

Tこ、依心し? こことがある。

中野 簡素にするお話が出まし? こがさ' うでせ

う。イス式にすると従来は単にせ' いにくの様に考

へられてゐ＿こがこの気持ｾ切替へる裏がありませ

んか、生活様式を擾へる 、そうして能率本{ 立には

4 スの生活も成立つ 、 こう い う問題も家庭の婦人

の方から 一 つ賀行に うつ§ れでは… …

JF吸っ

vgp 

和 辻 私建築家の方に希望い? こ

し?こ L、のはマア日，本人はすべて考

え方を礎へる事: 花、いままで科撃

的にすべてを露連しにものは殆ど

ない、 建築に於て も同様のことがいえると息ふ、

日本の気候風土、食い4伽 、ろんなぞれには関係が

ありませうが' もう少 し考へて実: れ? こならば立減な

デザインが出来て気候なり風土に溶けこんで様式

の生活も出来る。あながち外図式のイス、テ ープ

ル式のものでなくても、ある程度置用に即し? こデ

ザインが出来る事と思ってゐる。? ことえば材料に

清水建設季語大阪支底

( 奮祉名株式合枇清水車E大阪支庖〉

大阪市西直土佐堀通 リ二ノ二

電音色ー土佐招( +. 1) 代表l i i 31( !l)

本 E土・東 京 都 中 央 区 事 里 町 ニ ノ ー

ｾ＠ rヒ. 名古屋 ・大 阪 . n豊島・ 九 州 (ji 冨岡〉・

又 拍 ・北海道〈札幌) ・北陸〈金滞J ・四国( 高松〉

大阪支后審議所 ・京 都 ・紳 戸

大阪支度 肉ｾ 所 ・和 歌山 Ｎ 西宮 Ｎ 姫路 Ｎ 舞鶴 Ｎ 察良Ｎ大手哲



しでも必らす・しも従来のままのものを掘り出して

〈るようにしなくても苦しんできがし求めるより

も様式に工夫して如何なる材料でも活かしてつか

い住みょいと云ふ印象を奥える家を建てて頂き? こ

い、一つ建築協曾あ? こりがデザインなさって貧際

に建てて見てこんな良いものがあると云ふ風 iこ、

勿論金は建築協合でな〈てもかまわぬが、こっい

う家庭はさ' う 1-: と云ふ風に→皮に示して頂げれば

いいと恩ふ、潟県なり貧物でもいい日本人にはこ

れなら向くだろうと云ふ様なものをお考えになっ

fこらぎうでせふか?

西 脇 ぉ願ひです、ぜうかそう云ふ風にして

頂釘こい。

梶 原 住居の点に就てはこりや

ぜうしても大量生産をやらないと

ダメにと恩ふ。今の大工の手仕事

の縁なかっこうでジリジりやって

ゐるのじゃいWない。然もその後

から潰いて行つてはね… …

中野 大量生産の問題は現にあっていろいろ

の合祉の話を聞 t と大医方面ではさ' うしでもうげ

ない。今まで惑い、東京では規格工事されfこが割

合に註文する人が多い、それに反して大限では注

文しない、つま b それ丈東京の方が住居に劃する

概念が遺ふ。大限のある施工合祉の方から語い fこ

話ですがそれ程関商方面は駄目に。

梶 原 私一寸行きづりに見? このですが、朝日

株 式

曾 祉 銭
1=1 

I司
組

本 庄・大阪市西m. 京町摺上遜- T百三三番地

電話土佐綴( 44) 2431- 7寄

東 京 支 広 ・ 東 京 都 中 央 恵 銀 座 四 丁 目 三 番 地

名古屋支J d ・ 名 古 屋 市 中 区 材 木 町 一 丁 目 五 委 地

稲 岡 支 后 ・ 繭 岡 市 箔 屋 町 一 六 番 地

問 所 ・PittF常5.- 委事: 害事. 喰rzz-E

。J とかいうのか? 朝日ホームですか見本が建って

おっ? こ、ぞれを見て非常にいいと恩つに、いまの

そういっちゃいけないが市の建てておる復興住宅

は麗きは十坪、朝日ホームの方は七坪字、坪教は

少いがこれの方が能率的に思える。設計から作J か

考えて廊下を' t . ' う云ふ風にするとか、又周囲に相

官の距離を保っておる。それを寄せて建てないで

いるから燃えても一戸ですか。そういう撲に相嘗

賢い; 2 ; 地をとって.. : T. ' - る。家は狭 t ても十分住める

からねああいうような多量生産でもって復興住宅

の家もさしゐ? こ b 、あれ式でいいじゃないか、あ

れで距離をもって設計して貰つ七ら… … 七坪牟で

七人が授られる。ぞれ位の設計が出来ておる。

和辻 僕はいつも思ふのだが、ゐの電車や汽

車の窓の惑いことね… …

d、林 私はあの窓は必す・下へおろす様 lこ命じ

Tこ。てから京医紳は上へあげるのは一つもない。

ぎれもみな下へおろしておる。上へあげるのは鏡

道省がこしらへ? このに。鎧戸 iこ雨が入って腐ると

云ふの1-: 。ヨ戸ロツパへ行って見ると上へあげる

が日本の関じゃ上へあげるのはダメですよ。とう

とう頑張ち通しに。見? こところはし、いが上へあげ

るのはあの大きなガラスじゃ… …

和辻 さを{ 同感t-: 。下のスプリングがいいの

がなかっ? こので、，出来なかっ七の1-: 。外国じゃ窓

の所に庇があるく笑繋〉雨がザアザア降つでも流

れる稼にしである。

大成建設顎大阪支底

大阪市東区釣錦町ニ丁目二十九番地

電 話 束 。3) 3  21- 32  5呑

本 軍土・東京都中央区銀座三丁目図書番地一

キ[ 腕・イ山菱・新潟・続演・名古魔

女応・隣p . ; ・高松・繭岡

大阪女庖管内. 京都・堺・和歌山・奈良・

管 業 所. 紳戸・媛路

11 



d、林 窓に庇をつりることには無がつかなか

っ? こ。これや面白い〈笑撃〉

『推奨すべき建築があるか」

中野 一般の復興建築について何かょいと云

ふものであ・気づき iこなつにものはありませんか、

最後に出来? こもので… -

和 辻 ゐま b良〈ないね一一

d、林 私は一ついい例を見て来? こ。御披露し

ょう。

これは良い参考になるよ、逗子で友人が設計し

?この1: が雨水をーベん費地下へ通すんだ。

その雨水を台所ーの下にもって来る、この雨水と

云ふものは光線に嘗てなきーや腐らな L 、、樋から遇

してタンクへ持って来る、台所へ落して来る、す

るとこの7Kが鶴見文しないそうです。台所の水はそ

れで十分こと足りる。飲み7Kは水道が引いてある

からそれを用いるという、この一軒の家が二十五

六坪のものなら一年中この屋上から下へ流れる通

し氷で十分だそう -r: 。トユを通って地下室にタン

ちゃね一一逗子の様な風光明煽な所ならいいが。

中野 非常にいい事を承りまし? こ。作J かと参

考になる事と存じます。有難ふ御座います。

和 辻 殿後出来? こものではいいものがないで

せう。勿論戦前でもあまり感心しないがお。

中野 復興住宅でい〈らかうま〈行つである

らしい感じが多11座いましにか。

和 辻 わかりませんね。ぎこでも余 b 捷らん

のじゃないか。

Eト野 ? ことえば商底建築なんか如何でせうか

紳戸、大限、東京の中心街なさ' で。

和 辻 そう大し? こものじゃないね、紳戸元町

のジユラ街なんかも別によ《はない。

中野 坂先生如何です、幅井で作J かお策附に

TょっTこ話は・…・

坂 地震で家を潰れない様にするのは六っ

かし〈ないよ。幅井なんか行って見てもーぺんに

潰れに家はあちませんね。

中 戦宰前のあの程度のもので差支えない

クをこしらえておいて、これで風呂の; 7Kや打ち水 か。

定結構あち余ると云ふ説明 Ｑｾ 。ポンプで地上へ吸

い上げる、光線が入っていないから虜らない。大

しに考案てと褒め? こことだよ、 7K遣がな〈てもこ

れで大助かりするよ。

ｾｉｬ辻 それはいい思いつき r: ね。

庄司 大医じゃ使えないてろうと恩ふ。何し

ろあの遁りの煤煙-r: から、近頃の様に煤煙が多〈

警 若 竹 中 工 務 底

本 底 ・ 大 阪 市 北 軍 中 之 島 三 ノ 三

〈朝日ピ) 1 - 八階〉

電 館 北 潰 ( 23) 1  5  8 容

.11山翠E・ 東 京 ・ 横 波 ・ 静 岡 ・ 名 古 康

管業所京都・紳戸・岡山・庚烏. . 11冨岡・高松

12  

坂 5 の程度を要求し? こか知

らないが坂部さんのアパートは一

番端の虎が傾いておっ? こ。グツト

傾いておって建築界に取て非常に

いいんだと云つであ・つTこがね。 こ

れやウソにつによ( 笑聾〉まあ坂部さんがま計さ

れ七のがズラリと並んでい? こがその一つの捜つに

苦言戸田組大阪支底

文 庫 長 取 締 役 石 九 正 名

大阪市北直結笠町五O( 金ぜん五階)

' I1r官舌招111 ( 35)  7 M・8+1呑

本 経・東京都中央区京橋一丁目三番地

支 底・札幌. 仙a. 名古屋. 大阪. 旗烏. 佐世保

2官 震 ・ 京 税 ・ 紳 戸 ・ 耐 ・ 和 歌 山 ・ 大 津 ・ 奈 良



といふのは侯は知 b ませんがやはり筋違を入れて

あっ? こということでしに。にから一般の人はさ' う

しても専門家に頼んで、やって貰ふといいと恩ム

t 。

和辻 その点大工を数育しなほす方法はない

かね。日本の特殊的住宅と云ふものについて、大

工は何も到らす・にやっておるからね。てから家屋

のやり・方も少しも襲ってゐない滋に J恩ム。モツト

構造皐から云って必要な事が抜けておる。櫛遣を

抜きにして決められっちゃうからね。

中 それは大ヱに数えてゐる人をま? こ敬育

せにゃな b ませんよ。そんな所にも原因があるん

でせう。

-援 精・? 野構造というか、機棋の大小には関

係しない精平野構造と云ふものが大切で建築にして

もこの王開佳工場でもって生産されにものが、ぞ

れがぜこへ持って行つでもあてはまる。ピツグ習

と合う、日本のやつはそうぢゃない。カンナをか

りぬと一寸合ぬとか倒つ? こりせぬ主はまらないと

か、ぞの点に改良を加えねばいりない。そして精

密建築というものをやる。そういう事にならなに

もやいりない。所がこの木材と云うやつがま Tこ狂

ふからね。ほんとにそう云う点に頭をき壁えないと

量産問題も行きつまるよ。工場で作って現場へ持

って行付ば、ハマラない合はぬ。コンナ事ぢや駄

目r: 。

司曾 幅弁じゃ本建築が倒れてバラックが助

かっ? こと云ふことですが。

坂 立i辰なものは本建築ですよ。幅芥の事

審 査 問 組 大 阪 支 底

支 活 長 取 締 役 小 谷 金 馬

大 阪 市 東 区 積 場 ニ ノ 七 O

〈電話北演 88!l. 884.  ss5呑〉

本 庭 ・ 東 京 都 港 区 赤 坂 青 山 南 町 一 ノ ー

( 電話赤坂 1308 .  1309呑〉

支 庖・仙牽ー・名古島・大阪・際烏・滴岡

校で建築泉課の基準によって作つにやつがある。

粟野の方にそれは完全に立仮に蔑ったそうです

よ。にが稲井の工事の一階は基準によって二階は

基準に少 し手を設いにのがある。これは二階が幽

つにと云ふ事 ｴｾ 。ここ＿ご大切なのは、これは何を

示唆しておるかやは b専門家の智恵を借らなげれ

ばい ｴＱ￭Ｎ ょいと云ふこと Ｑｾ 。

和 辻 それは正直な所ですね。

小 林 柱を入れると云ム規則があるが、筋還

を抜いておる。これは昔はドンナ長屋であっても

壁へ竹を入れ紛. かいをやっておるが、それが今じ

ゃ作J にもないね、これが一番いりない事ぢゃない

か。

坂 釘 を 随 分 節 約 し て お ん こ れ も い り な

い。簿べらに軽〈とめておる程度? 三、あれぢや.い

η 7よい。

梶 原 大量生産でやって貰はないといげない

が、今の放態じゃぎうも感心しないね。さを〈悲惨

な赦況です。私の慮じゃ外観は立波でも貨に狭い

一入賞り三昼このー;入賞三昼というのは会〈悲惨

の極だよ。

庄 司 こう云ふ3状態が績けば績〈丈取りかへ

しがつかない。結局大きな距離となりこう云ふお

座な b の建築をさ' んぜん重ねて行〈と 危険がその

距離の橋大する程検して行じいろんな建物を計

算してこれを理想的にしなげれば危機が袋キ深刻

化して行〈事を案じる。

小 林 その点は一場の座談でな〈て、書喜界の

搭戚者が矢彊りデモクラシ戸の時代 Ｑｾ 、お互に意

株 式 ま 君 主 4 畠 企口

曾 祉 1YiU メ 怜 准11.

取 締 役 軍 士 長 橋 本 雅 之

本 庖・大阪市東区北久太郎町ニノ五五

電話北演に23) 自81- 3呑

東 京 支 j苫・東京都千代国軍丸ノ内丸ピル四渚

活億九ノ内 48; ) ( ; -7呑

九 州 支 賠 ・ 小 倉 市 @ 骨 二 八 六 ノ ー 電 小 倉430 ・982

名 古 屋 支 扇 ・ 名 古 屋 市 中 村 直 日 低 温 二 ノ 三 二

冠 雪 吉 本 局 2 0 H5 番

関張所・市申戸. 西宮. 明石. 岡山. 巣. 郷u. 預肉. 大村
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見を大い iこ闘わせてやって行〈責任があると思

点、。電気なんかもそうて。結局日本は電気のみな

らすも、ぜこを見てもそう ｴｾ が今の商工省の電気局

安本の動力課にしても若い一年か二年位しか怨互会

のない官吏がやっておる。その方針が間違ておる

事を肯定する必要はない。先すそう云ふ事なぎは

眼中に置かす図家的に権威のある意見をお互に十

分主張し闘はそうじゃないか、吾# 老人に謝して

若い入は少しも怖がる必要はないから君- 等の意見

でもって電気政策をつ〈ろうじゃないか、本月の

末あ? こりから東京か大阪方面の経済界に申込んで

きて大にやろうと云ふ所迄進んできてゐる。建築

界もそう化。をさんが、めいめいの方が棺寄って

自分の意見をドシドシ大な b 小なり陳べで責行せ

しめるん ｴＺ 。市を鞭提するん ｴｾ 。その一つの推進

カをしっかり握る事ピ、市長がさ' うの誰カ> ｾＧうの

と云五、。そんな事じゃなくて、告が建築界の何と

かtijh舎とか、何とか云ふ人々が、その役目を買っ

て出て犬いに文句の百高 ｴｾ らを述べるん ｴｾ 。主宰に

主張ずるん ｴｾ 。そうしなげればもうダメ ｴｾ 。ぞう

する事の: m めに民主キ義と云ふものがしっかり棋

を下ろして行けるの? ゴ。進歩性をもっん? ゴ。ぞう

云ふ点を撃者の方は十分針論して市井を指導して

行〈責任があるから若い人はそれをウンとやるが

宜しい。グンダンカを冷して行って市聴なり府聴

な bヘドシドシ掛・げ合って婚に来て貰って一つ大

lこ議論を関わせてドンドン押しつけるがいいと患

ふ。そうしなければもう何事も出来ませんぞ、こ

のままじゃとてもダメ打。私は電気で苦害事してお

るが、それがいい例で本月中に東京から来てそこ

迄やろうと患っておるの tパ{ ジを受げて政治カも

作 ｊ もないが電気界の王立は一体誰がやるん ｴｾ 、電気

に つ い て 長 年 や つ に 繊 鰭 が や ら す し て こ れ を 誰

がやる。放っておりばゃれない。生意気な事を云

ふと思ふかも知れんが、商工省や安本に謝して大

いに奨勘もしi紋臨しておるがね、この建築界また

しかり、今は若い人が上になって b るからさを〈経

験のない入が、ハンコを捺さないと進まないから

それ丈の圏休勢力を持って引摺って行〈、吾キは

ストライキをするわけには行かぬから、マアその

意気込みで行 ｴ んてね、しっか ｢ と頑張るん ｴｾ 、

大局を逮慨してね、ぞうじゃないと金〈ダメ化。

梶原 決議文でも作って署名でも求めますか

小 林 決議文大いに結構だ、署名運動も大身

的にやるこつに。あな fここれをやらなげれば市民

から遜ばれておる市長の債院がないじゃないか、

辞職しなさい、官コールの所までやるんr 。抑え

つげなきゃダメ t: 、これがわれわれの交通機関な

ら早速ストライキと云ム手もあるが、そういうこ

とをやれないげれぎ、大休今の世の中は、そうい

うようになっておる。

竹腰 有益なお話を長時間拝

聴しまして多大な牧獲を得まし

? こ事を厚〈御盟申上げ間合の辞

とします。お暑い中を誠に有難

う御座いきし? こ。( 終〉

誉 主 藤 木 工 務 底
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建築文献目録

林 野 全 考

A 構 詮

1・「東海地震におけ る震警と地盤との関係」棚橋諒

佐々憲三者責尾華! g i ! { 西村笑ー共同調査研究防

災研究所研究報告第 l!l虎

2. r鍬 筋 : : : Z: / : ! l ' f ) - ト梁6 校計に附する R mlLi l l ian色氏

の塑性理論について」小野竹之助 土木建築「エ思」

ι 月鍛

3・「盤在住恕鈴による合成膿力を受ける騎i1百の強さ」

主反静雄 土 木 建 築 「 エ 及 川 月 銭

Ｔ ・「鍛筋 ＺＺＺｚＺＯ ク ＧｦＩＭ ト梁ｦｊ ｲＦ Ｑｩ 十に於けるｾ動ヤ ｹ グ係

敏比の採用債依に就て」小野竹之助 土木建築「エ

隼 J 7・8 月鋭 標準公式に於て箆勤ヤ y グ係歎比を

定める場合の採用f買値について考委主

[) .  i 鍛筋コ y タ P ート高島敬程」 坂静雄理事 産 業 図 書 株

式合最土干H ￥150 

6， r鍛 骨 構 造 」 沼 口 甚 吉 箸 綜 文 館 引j ￥80 

B 計 壷

1・「都市計筆」中村 網 著 日本科事枇刊 ￥120  

土木を主体として宅普かれてゐる 震 か 稜 々 に は 少 し

もの足 P ない

2. rラスキ: / . モ P スよ P グロピウスコノレピユジェ

へ I l I1l l宗理 Pl an 隊第l ! l 党現代建築の後遺史を

興味深〈設〈

3・「組立住宅プレモ旦 7 銃」田中誠 Pl an 総 第 1 鋭

パネんによる M. j [.住宅工業化の諮問l I l ' i とその紹介

4. 商底建築懸賞競技特斡「新建築J ＲＳｾ き Ｖ 滋

[). ｲ 新制中ｾ佼の新しい施設のＮＱＭ霊祭 」文部省施 ｅ 空局

企書長 新建築苦患日披

仏「新制中奉安の建築J ( 事準設表) 辱校建築研究令

建築文化誌繁2t 鋭 根 本 に 於 て 前 記 b と同じである

が大康氏によってより興味深〈香垂直さ れてゐる

7. r現代アメ F カの室内接飾と家具j 西 川 玄 武 美 術

とエ軍基誌f事: qf:第 7 並走

美術と工慈昔、は皮革妥開後主主Z震に関係ある材料装飾

の紹介を多〈合み面白い、乙れもその一つである

s. [ " 手供室への改良」山岸雄三 生活と住居誌 8 錦

C 施 工

1. r鍛鰐用告1・抵熔接後 ]倉持精一審料理島置土刊￥10(1

2・「建築施工の要領」侭井良雄蓉理工事濁答出版協

唱聖和j ￥100 施工の j ti i 去にJ ' ! IJ して懇切に述べられて

ゐる

ｾＮｫ＠ ' "除 A 菊 手L 剤 、 各 種 農 務

⑮gjM用 家 庭 用 キ Y ふ ん

と野菜種子、緑肥用種子. 果樹首木

積ｾＮ
口 、 遺 図 量 生 計 、 施 工 務 負

H  庭 園 周 樹 木 庭 石 英 { 也 一 般 販 変

大 阪 植 木 株 式 曾 拡

大阪市南直心努橋北館・恒; 路北君主③2!l 21呑

D 一 般

1・「マサチユーセヅツ大尽建築摩郡 ( M. I. T ).l エ 易 総

日月並走 米園大串に於て建築暴部のみ濁立してゐる

意義とその籾自主主Zベ b れてゐる

2・「機能主義 E ヒユ_ " V ' . : = . ズム」滋口隆 ;_..Plan第 1 鋭

人聞の震の建築 そしてそとから機能を… … 。

E 建 築 史

1・r: z p . 安京の治塁手機構に就いて J }l[ H参政太郎

皮 迩 と 美 術 184蛾

主として長岡宮及び卒安京の職官のｾ震よ ＱＱｭ 車止

までの歴史と港管計査を考澄してゐる

2・「創建時の末寺)JC(s西寺」 μ18参政太郎

民主E と美術 185 !J 虎

まき寺職官の富樫遜よ P その歴史をたど P 西寺が陵祉

とな P東寺のみ祭へたととに言及す

3・「皇室成寺大門建袋年代の考察」芝口 J常徳

史 迩 と 美 術 13白抜

紀州都略よ P 文明13年建立言語に疑問をもち元旅修

夜再建を鈴ず

4・「塔の心桂」林努会孝史主主主美術 187按 塔 の 豆

柱について知るべき事を簡明に官 v- 盆してゐる

5. r法 隆 寺 の 瓦 に つ い て 」 浅 野 清 古 美 術 誌 7 月鋭

Ｖ ・「尾ｾ高語家寺出土の施級瓦蛍」古美術箆 Ｗ 月銭 ｨ

奈良様式をもっ ζ の瓦。非賞用性について逃ベて

ゐる

7・「正倉院賀、庫の双倉読と三倉設」石田茂作正倉院

の研究( よ) 明和幸普段護行中倉後補を諭燈してゐる

8. r虎立庵とま朱光四申占宇茶席について」中村昌生

建築文化箆 8 月号虎 四申占牟と虎立ｾＨ室町後Ｉの一

連の関係を史的に考察してゐる

0・「プんノータウト」上野洋建築研究 142 滋

思想と作品の紹介

ＱＰ ・ ｲｾ 費績 成ｩｉｬ楼随筆」故天沼俊一世事土絶筆

明笛書院 ￥18' . 

11・「奈良靭寺院の研究J 爾山敏男著 高桐脅: 院￥ 200

i f l : 文を中心に考mした高司! '

12. r修感院商佐官j ｾ与主主義生著 言切1
1
堂引U ;.y，2ω 

13・「茶室主E庭」林不同庭蓉晃文面土引j ￥1()0 

茶室と茶庭の建造目的、起源、 E十重E‘ 構造等を卒

明に設〈

14.  r祭山寺」田村吉永著 河原書応干U ｾＹＵ＠

関係文献を余すな〈調査し. 各時代に渉 P叉寺貨

の各々について跨諭してゐる

15・「益還撃の建築」藤 lib1 J ( 治郎著彰函低ヂ1I ￥1加

南洋‘ 大陸. 西洋三系統に分け禽放又は建物の種

別に分類して、その特質を主jt...:. られてゐる

A 日本建築串曾鈴文集i l 2- 35銃合併鋭が出たが紙面の都

合に主 P 紹介在割愛する。 以 上

各 種 感 光 紙 製J 這

各 種 安 図 用 級

大 阪 新 興 商 会

本ￎ￵福ｾｾ全開町一ノ四九

安広福! w . ｾ＠ :11iI‘ IIIJ 三七

亀，ｾ［Ｓ I此花一五回二
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私は早稲田の謬閣に事んてものでないから、親ん

し〈今和次郎さんに数へきと受けにものでない。又

東京での畢生キ活中はよ〈講演舎や講習舎に話を

き引こ L 、つにものであるド、一度も今さんの話を

きいにことがない。故に私の今さんへの開係は金

〈、今さんの文章と著書とを遁じてのものであ

る。このやうな薄い関係でゐるにかかわらす、私

は今さんの文章、著書に心ひかれることが多い。

私は務透理論の方や、教事等に興味を持っと 、と

もに、腰夜、交益事中の創作、短歌、俳句等に可成

b の興味を持ち、明治時代の創作( 小説〉等は普

通の国文皐専門家位は讃んでゐるものでめる。そ

のTこめに建築家の害かれに随筆等も熱心に誠tr 方

である。然し建築家の随筆集で手許にもってゐ る

のは蔵田周忠氏の著書、須藤真金氏め著書と今さ

んの著書のみで、その他の人身の随筆集ばにいが

い韻んてが、これ等は私のつとめてゐる商野図工

業の校友舎の園舎前の本として、私が選得して購

入せしめ7こものである。議自民の著書で持ってゐ

るのが、 i 今代的角度』と『欧洲都市の近代相」

の二世で須藤氏の著書は氏からいに? ごし、? こものも

ゐ ｢ 、殆 ｾＧｫ 部もってゐる。今さんの本で私のも

ってゐるのは

( 1) 日本の民家大正11年 四 六 判239頁鈴木管底

( 2) 日本の民家昭和 2 年 四 六 剣334頁 問 答 底

( 3) 日本の民家昭和12年 菊 剣336頁 更 世 間

( 4) 民旗色建築昭和 2 年 四 六 到225頁 甲 陽 堂

( 5) 農村家屋の改善昭和 8 年 三 六 剣215頁

日本評論枇

( 6) 佳 生 活 昭 和20年 四 六 列 94頁 乾 元 社

( 7) 草 屋 根 昭 和21年 四 六 到238頁 乾 元 祉

の七冊である。今さんの著書の約三! 圭分位しか持

ってゐないが、有名な建築家の随筆集等を自分の

金で: 貨はね私としては、今さんの本は* ¥買っTこ

といはなりればならぬ。

「日本の民家』は今さんの主著である。「日本の民

家」にはこの三つの版の外に祁模書房版があるが

これは私は寅ひはぐれてしまっf こ。( 3) の夏世間は

16 

堀 口 甚
士

ロ

-・圃圃. 冒lIIi5l国且

紺耕の装釘で美術本としても珍本の部数に腐する

ものである J 民紋と建築』は途上採・集の集録とも

いはるべきもので、 現在入手 しやすい「草屋根」と

同一系統のものである。以上の「日本の民家J ["民

族と建築J["草屋北lt] 等は民俗喜善、土俗皐へのつな

が b を持つもので、柳田園男氏、窪田空穂氏、折

口信夫氏の文事と問ーの母胎から生れにもので、

回合生れの私には興味深 -'-"1こるものがある。今、

柳田、窪田、折口氏等の業蹟を通じて、この日本

の閣に骨をうづめTこ先人の? こめいさといふか、さ

さやきといふか、うな b といふかが聞きとれる 。

これが今さんに私が心ひかれる第一の点である。

『農村家屋の改警」と『往生活』は我々の生活に指

示を奥へるものである。私の考ふる所・によれば建

築事はL ebens Kuri st 生活技術を敬へる事問でな

ければならぬ。然し今迄の建築家はこの点 l 二関し

てあま b にも無関心であ b すぎに、この建築皐の

最主要部分を大き〈と b 出し、自分の経験はもと

よh 、数多〈の宜証的材料の集録によって、『我

等如何に生〈べきかj を我今に教へられ? このが今

きんである。その方法はあ〈まで温い心をもって

なされ、持情詩的のリズみを持つ文章と、一種の

風格を持つスケツチとを以て我キに示§ れるのが

今さ A である。

今さんには私が所持しないが『考王見事J の大著

あり、又「靭鮮の民家研究J の報告もある。

これを要するに今さんば現在日本の建築家中猫

特の存在であり、我キに敬ふる所、多大を持つ存

在である。しかもその行文には第一著、『日本の

民家」の初版から、少しの匠気がない。これが、

私をして今さんをしにはしいものに感じさせる第

三の点である。

私はこの文章の始めに害い? こやうに一度も今さ

んに御目にかかっ? このでないから、 Tこ1: 著書にの

みによっ? こ私の今さんに謝する感じは或は大いに

間違ってゐるかわからない。今さんから親し〈敬

へを受げられに人 々の批正を得れば大いに幸とす

るところである。( 昭和23年3月日日記す〉

〈筆者は西野田工業高島長校数官〉



建 設 大 臣

去る 8 月26 日前一松建設大臣京阪の

際清水建鮫大阪支后鱗金に於て関係固

体主催で大臣に意見を開陳し? と。其後

9 月18目別院の遜 P 提案者よ P の意見

容を取鑑め大臣に具申した抜五容であ P

ます。

具 申 銭 2事

建設資材統制徹底の件

縁 式f雪量士銭高組釆t長 銭 高 輝 之

終戦以来資材切符の現物イじが不闘滑の中にも進駐車始

め各指官民其他工事を概ね工期金量生守して完成し得たの

は主主の不足安材を忍速に牧集ずる苦心と犠牲の携はれた

結果である。建設郎門の如壱は常に資材倶絡がその護主主

工事量の多軍基宇地域差によって左右されるのが省然であ

る。

特に木材. 砂利、霊長. 石材、其他自由倶絡が公債を下

廻らうとするもの一切の統制は腹止さるペきである。

更にヱ事責寄手時の工程に感じし現物イヒの出来ない資材

については統制は全〈無意味なものに過ぎないのは既往

の事貨に徹して明かであってとれらに閥じても再検討の

必要がある。

以上の踏点考慮の上建銭安材の統制撤肢を要望するも

のである。

土木建築業法について

株 式 曾 軍 士 大 林 組 前 士 長 大 林 芳 郎

土木建築事業を主主歩させ、併せて. 業者を健全なもの

にするために土木建築事業法金制定して. 土木建築事業

を許可乃至ia可事業とするとともに. 所要の取締法規を

段けるとととする必要があるといろ意見が業界に行われ

てお P ます。とういろ意見は、決して新し〈起ったもの

で は な < . 業界のー認で相2書官〈から行われていたので

あ P ますが. 伺ろととろによ P ますと. 近頃官穏におい

てもその必要が愉ぜられておる由であ P ます.

とのような目的の下に. 土木建築事業f去を制定すると

とが愈法上併され得るかどうかというととにつきまして

は、 3置は禁界内僚におきましでもいろいろ異見があ P ま

して、必ずしも蹄ーいたしておるわけではありません。

と の 問 題 の 可 能 . 不 可 能 と い ろ と と に つ い て は 、 法 律

上、大いに欽問があるよろに承知いたしておるのであ P

ます。

しかしながら実情から申しますと. そのような法律が

制定されまナととは斯界の遜沙改善事、業者の起金化のょ

にお宮まして大童な効果が期待され得ると存じまナので

もし法律上可能なものなれば. との法律が制定されるよ

う御努力を願いたいと存じます。

建築士制度確立の急務

日本建絞産業株式合目土運 ｮｾ 取締役尾崎 久 助

建築の復興も費量々主主んで* たがその百鬼重行疑 P には

驚かざるを得ない。心努橋筋を歩いて見るに建築家の日主

計に成ったと見られるものは十指を鳳ナるに足& ず、殆

ど金昔日; i ! 主計技術者を持たぬ税負人まかせのもので幼稚

低承のタト叡は見るに滋へぬ。大阪の目放の揚所が止むの委

であるから他は推して知るべしで、とれでは文化図家も

聞いてあ量れるではないか。か与る燃態は建築の基本を

震 す 践昔十に必要な技術を次昔、その荻昔十を3定地に活かす

第のヱ事監理が適債に行はれo . O.:l ｾ結果であ担、日本の建築

工事に於て員長官十監理と云ふ事が世間に余 P知られて居ら

ぬ震である。笑. 米、富司等に於げるが如〈信銀ナペ主建

築技術者が法的に建築士として認められて居でそう云ふ

技術者が隊計1 M: 還に? 寄るならばか h る醜献を墨ナる事は

ない笹である。

英米では一定の糞絡を持つ建築技術者を登録してとれ

に健築士の穂波注併し. その手に成る建築は認可の審牽

をl J l ! せぬ様である。そして資格検定其他に民間人を多《

用ひてそれを: m観してゐる。又ナチ見調主主では、建築士

は之乞図造形蕊術院の合員たらしめ. そのs す仕事を園

の文化材の生産維持に聖すする協力行震な P として、建築

士を箆術的創作職業の協力者結合助成者であヲて都市並

に田園長 Ｎｾκ 付ては貸任を負ふものなりといふ擦にＺｭ観

してゐる。日本に於ても、大正の頃から日本建築士合で

所潤建築士官去の制定に努力を綴げて居 11 . 自主員提出法律

案として衆院を湿過し乍 b究院で恭歳未了に彩った事が

再三あった。手毛後戦争で其問題も宮里貌されたが管局に於

ても考究される事にな胃、今回は建築士合だけでな〈日

本建築彦合、金園建絞業協舎、日本建築協舎と聯合で建

築界今後の情勢に鐙み建築技土の資符制定問題を編査研

究ナる高野になった。

元手長官阪の建築工事に於てはずっと古〈から設計監理

者と工事施工者とは別になってゐる。又民間でも古〈か

ら此の方法は行はれて居たのだが一郎の王室な建物と Eむの

方法に理解を持つ人 h との問に限られて居たのは遺憾で

ある。敢に一般民間にもその方式を普及させる震に、建

築方法とでも云ふものを制定して一定規準以上の技術を

持つ建築技術者を信領し得るものとして稚舎に法的に推
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撃してその活動に期待ナる稼にせねばならぬ。密師法.

m護士E法と必ずしも同様に考へる採にはゆかみけれども

人の生命、活動、財産をま隻る容器として. 又図の文化的

景観の大量な要素としての建築の買主計監理を第ナ建築士

について、法的立 揚を奥ふペ吉根嫁は上官己のｾ である。

そして世界に前例のない英大量の建築の復興を目前に主さ

えた此の際さうい』、建築士 の汚騒 ζ そわが都市復興を正

し〈等〈ものである。

努働基. l ! ! 法と椴業安定法とが制定され、叉経済安定本

音容には土建請負制度研究曾が出来て居 11. 物慣廓には原

慣計算要綱が出来る等務負業界には大量な革新が起って

ゐる。> > > ｾる機合にとれと同時に建築士法を制定する事

は最も時宜を得た事であって今日を失しでは貨に悔を千

般にE遣すものである。

住宅問題並びに巽跨鼓制限

撤療について

東 畑 建 築 事 務 所 所 長 東 畑 毅 三

住宅不足並びに其建査定不振の完走態については私が設ペ

る迄もな〈大臣始め建設省の各位も良〈御承知の事と存

じます。その解決方法如何が結極問題でせ.う。給総から

申上げるならばとの解決は

一. 住宅主手数の制限を徹陵して自宅建肢を奨即する事

一. 図家 が財政的、法律的に借家建設を援助保恕す る

事

との二つにあると思ひまず。

元ＪｾｬＡ立の制限はとぽし主資材の公卒な分配にその本

旨があるのでせうが、往左食主は根本的に考へを異にし

てゐる。供向米の石段を被配給入口にて割ればニ合三勺

と公卒に創出され. 又援助物受があれば机上で割出して

ご勺のｾｬＡｩｬとなります。食は元来一日も無〈てはなら砲

ものであ P 、 又 無 〈 て は 命 に 直 接 関 係 の あ る も の で あ

11 " その日その日によ って創出されるものであ P まナ。

たとへ従来は肥料や家警に使してゐたものでも喰はざる

を得ないものであ p ます。

而し住居は若干考へを異にしてゐます。自宅を建て艇

とする人はまず第一に受金面から申しますとチヤ y スを

おらふものでナ。物を買った金で. 閲覧がうま〈いった

時の金で、又貯蓄がある額に澄した機舎と云ふ様に. め

¥' II < る被を得て建てるものです。，係ニには自宅を建て

るならば安伎の地を、家庭だんらんの場所を. せめて子

供に停へる家を. と云ふ夙に量わめて心王霊的に左右され

る意欲によ ってゐます。

然るに十三坪のＢＤｉ ｊｾ 艮とＮあの ｭ 給される安材とで限 ｚ 矢

先 帝 t ぎな署長をみてどうして自宅としての意欲が出 ませ

18 

うか。自宅を建てる人には恩ひ切って制限をある程度解

除してその建民意欲を稽ナベをであ P ます。

各セメ y ト舎祉を籾ペまずに今日約一ヶ月中の滞貨あ

り、又尼ケ向告の菜ガラスf首位にはニヶ月の滞貨あ 11. い

づれも換金出来ずに選興資金に図れる菌、物資の事情も

制限倉時よ E 異にしてゐまずし. 又一方金融住宅に稔金

を課してゐる今民、制限は建設怠欲をさまた U てゐる稼

に思ひます。最近十二: f l l S が十五虫干にな D ましたが食料の

宥毘とちがって九月に扇子を頂事ました感が致します。

以上は自宅を建段しようと云ふ人につ量云ったのであ

冒ますが一体今日のt止の中で自宅を建て得られる人が何

人あ b うか。殺前都市家屋の八割以上が借家であ B まし

た都市の人口を構成する大牟が給料生活者であ E 、とれ

が借家をa . み. おとれが経済的に引合ふために家主が之

れを建てたのである。然るに今日の惟舎で借家を建てる

物産子宮があ P ませうか。住宅を全部園管にするならいざ

知らず. 政府が金百設的に法律的に補助保護して借家を建

て b れる稼にせなければ都市の住宅は促進せないでせう

今僚に住宅金高生金庫でも出来、低利を以て重要産業の量士

宅重量金に敵賛される途をとらるれば住宅になやむ ζ の方

面に活を入れるものと信じます。

以上大体の要旨をま量ぺましたが住宅問題は事極b て重

大で図家黄金関係、農地法. 都市計重量法. 建築物法毒事と

不可分のものであ官、一課一局の良〈するととろではな

い。更に構想を大にして住宅箆でも創古住宅問題を研究

しとれが解決策を強力に推進されん事を切に希望ナる次

第です。

土木建築請資業 jこ劃する

金融について

清水建築徐式曾祉関西常王宮室

常 務 取 締 役 鈴 木 一 幸

敗戦によって鎗土と化した日本の再建復奥には先づ何

をおいても土木建築の復興が第ーである。港湾、道路、

鎗道の復穫を始め殆ど烏有κ 節した重要工場の再建がな

かったならば産業の銀奥は望み得ない。豊島るに昭和二十

二年六月十三日改正せられた大蔵省告示第一二一俊の金

融機関賛金融通準則の産業資金貸出優先順位によれば石

渋鎖業. 鍛鋼業其i也重要産業に針する資金の貸出順位低

甲1. 甲2. であって他の産業に優先して取扱はれてゐるに

も拘らず是等重要産業の再建に必澄可決 〈可からざる土木

建築事業に重苦してはそのま空償資金並に議車事実金共順位は

乙であって土木建築の重要性に劃するi i E 識が依げてゐる

事は械に要憾である。尤も是等重要産業の般傍受金の内

には建波費も - D I ! i 包合せられてゐる君事であるから土建事



業に謝して優先融資するとせば資金が重主主する嫁びがあ

るかの如〈なれ共土木建築官背負業の商習慣と云ふか実際

の慣行は工事の出来高によって工事費の内金を支携はれ

る事になってゐるので其の間相蛍の立替金を必要とし一

流業者に於ては常に放億闘の立替を余儀な〈せられ経径

を危nならし診て居る笈情である。

依而宮局に於' t . せられては止むの笈情にmみ速かに金強

調理側資金陰湿$IIIJ を改正せ b れ土木建築請負業に封ずる

貸出版位を少〈とも、甲2. 程度に線上げられる様矯震せ

られん事を要望するものである。

治水治山工事促進の件

前土固法人土木喜色合関西支郎代表三輪 周殻

土木筋商から大臣に御願ひ致度いことは津・山あ P まナ

が其の中でも最も念をｾし且つ重大であ ｐ ますととは治

水工事の促主主でl O! 1 ます。

昨年関東で起 P ました大水管は共の後答貨に大量なも

のであ P まして日. 本再建に相官蓄な支隊在来したものと考

へられますが、著しあれだけの暴風雨が京阪紳地方に在

ったとしましたな b ばどういふ結果生生んだであ日ませ

う。

戦時中無制限同様の伐採と食糧増産に依る関盤で水源

地帯容を予定らしたとと. 有関地利用の名目で河川敷を怒用

したとと. 維持修繕の不行届なりしとと等のだめに河川

奴態& 極度に怒化せしめましたととは日本全国何れの河

JII も肉療でありますが京阪紳問・の河川‘ 加茂)11、淀JII • 

大和 111. 武庫川. 表六甲の育者河川毒事は線、て主主の水源が比

絞的都市に近い丈げ伐採の数に於ても関盤面積に於ても

其の: ! I t : i J ' 比絞的多い様であ百まして水が出たとしたなれ

ば其の水量も今迄とは比較になら・1 程智加し其の水足は

とても早いものと考へられます。殊に l可れの河川も都市

の中心を貫通して流れて居ります閥係上一朝磁挺したと

あらほ都市自体が水浸しになり折角懸命に苧って居りま

す復興事業も会〈水の泡に蹄しまして主主の彼答宇貨に主主

大であ事まして関東の水密には比絞にならぬ大きなもの

であらろと思ひます。裁に大和川は久し〈水密を受げて

居 P ませぬから中央に於かれましては勿論地元の人身毒事

の中には無初心な者がありますが上流の石川筋は相嘗荒

厳して居 P まして而かも大和川の) 11底} 立大阪の地盤よ P

可成高いのでありますから禁しょ流で右斧が磁築したと

すれば大阪会市は原か b 水をかぶる乙とになります。

幸v - 先般建是主省ではf台水調査舎を組織されまして全国

の九大河川を御調査になると承りまして誠に欣喜に滋へ

ぬ次第であ P ます。どろか此の調査を早〈完結されまし

て速にJ l : 行にうつされる様比の上とも大臣の特別の御庖

日置を希ふものであります。勿書面比の司耳畿を完成事t します

には相食の与月をｾしますから根本計査に依る治水事業

を併行されまして水智子診防費a : 御増額下さいまして殻も

念施を要する危険の個所は一日も早＼ｾ繍改修を施して

I買〈様併せて御願申上げます。

今一つ御願事 ｾｬｬｴ いことは砂防ヱ事であ ｐ ますＮ現在建

置建省で御施工になってゐる砂防工事は渓流工事のみであ

って山腹工事は全部長祢省に御佳しになって居る稼K 承

って居 P ますが渓流工事と山政工事と併せ行ってとそ水

源泌獲の工事が完成されるのであ P まして現在では其の

連絡が費量〈遺憾な点が多々ある様に見受げられますから

比の点に於ても大臣に於かれましては充分御毘I訟の上治

水治山の工事が一貫して行はれます線特に御心記念御t l I [ .

v - 申よげます。

法律第一七ー読に劃する

改正要望事項

提案者稔式命j i I : 鴻泡組事E奪 取 締 役 鈴 木 末 尾

( ー) 競争入札に依る務負工事に就ては之が適用を免除せ

られ反事

業 の 王 理 由

一. 官公選のエ事は原則として競争入札制度によ P 施

工業者の決定を見つ b ある

一. 官公選が工事を宣言著書入札にF甘すに蛍つては適正な

る所要歎震に公定債格金書基礎として算出せられた

る狼算事I Uと基礎要件とせらふてゐる事

一、官公是告の競争入札参加者を詮衡するに苦言つては街

負業者ょ! 1 ' f i K め提出せしめられたる一定書類の具

備せる指名願に義主曾荒土の内容. 施工官官カ. 過去

の笈績等乞精査のよ選定せられたる業者を有重責務

者 と せ ら れ 居 る 事

一、か h る前提4条件の下に施行せられたる競争入札の

手喜礼者決定に官官つては提出見税金叙の最低者たる

と共に其の見積金額が官公箸の滋算金額内たる事

を原員IJ とせられある事

一、工高匹完苦手後雪量生したる設計! l I ! 更については、工事

代金の車ｾｩＡ史乞断要の手積金総て宮古然請負金額の改

訂をせられるる乙 と

一. 以上の如〈読手入札による工事代金は極めて合戸

自ｾＮ豆、適正に決定せらる ｨ ものに付「政府に封

ずる不正手段による支挽務求」の事貨は宣芝生する

事な曹と確信せらる1 o l l J :

一. 従って官民共に極めて手ま貨の煩確なる第一七一俊

の適用は後らに夢務の稽加を招宮工事関係金銭の

主主妙に隊筈を奥ふるのみにして 3定数無きものと 思
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考せらる弘司餌

〈ニ1比の法律の適用せられ? と筒負契約に在つては建設省

直総工事に貧施せられているよろに左のま口主法の制

定精神を建校省以外の各受注官鹿に於ても確実に施

行せられるよう御毘慮願ひたい

英 の 理 由

官背負業者におして食初請負契約を締結するが之が完成

精算の際費材努務及諸役替の貨際使用員が管初提出の見

積書真に主主しない時は其の叡だけ務負金額から減額( 場額

は隠められない〉せられる責務を負はせている反封給付

として. 護法官oに於ても公定慣格等の侵動があった時

ー は釆人荷の繁材未使用の努費 ｾｩｭ 役王者等の書官官買を限めて

官背負金額の訂正をなす虎置を規定せられている僚演を中

央及地方五重注官箆に於ても一切に即行願ひ? とい

「職業安定法改正希望に関する件」

( 昭和二十三年九月十日〉

問 池 藤 一

「同法に依る取締の実際」

職業安定法立法の主旨は翠なる肉体的場事働力を提供す

る事を君主とする努務供給業の禁止であるに拘らず之が

取締に於ては技能ヱを持つ職別業者に依る下街制度の

大郁分まで之を否定しているのがそのl I ! . 体である。

「 溜 由 」

一. 右の原因は同法施行規則j 第四篠宮事四按の内 f専 問

的な企隻技術J を量生りにも狭〈解事事し訟にJ!uUlO業 者

に於ては之を全般的にi l めないと云ふのが現在の努

働省の見解である。

二、現在の下務制度は親分子分の契 P を持つ中間搾取

的な国体であると云ふ誤解が未だー官官に強い。

「改正希湿」一同法施行規則第四僚第四聖書の 「専問的企登

技術」の路定を聡別業者に迄及ぼされた曹司匹。

「 備 考J

- . 施行まlltlJ に依れば「綬繍を使用し、材料の大部分

を提偽」ずる場合は露められる事になってはいるが

現在殺菌の現場規模並に記給規則よ P すれば殆ど遁

絡する者はないのが貧際である。

ｺＮ 施行規則のｾ使用者としての法的義務の底行につ

いては固体として充分業者を指導するl I ' 備がある。

不燃都市を建設せよ

建 築 士 合 近 畿 支 部 長 波 塗 箇

表 屈 の 件 は 前 説 問 鋒 に て 報 告 す ・ み に つ き 省 略 す

2 0  

せ つ に 稽 殺 を 頼 t : r

11 

曾 員 相 互 欄

0 アルバイト志望の向は募展と僚件を添へて

伺申出おき願ひ? こし、採用依頼を受げに時

謹滞な〈蓮絡する

0 姫 路 在 農 村 に ( 約 登 千 寓 園 〉 泉 校 建 築 の 現

場監督を求められてゐる、食事持待ｾ共好

俊併句一ヶ年間希望者は至念お知らせを乞

O四十才位の未亡人身元確賞、性質温良、容

委、健康共普通、娘一人タ f イピスト就職中

寮或は事務所の世話等性込み希望者ゐ与、

例1斡旋願ひTこし

0 就職希望の方は御申出おき願ぴ? こし、蓮絡

は本合事務局書記長宛の事



翠講演記 Ｑ ｾ見
一
…

。京都支部見患。

同支部では久援りに去る九月二十六日のサ y デ戸を卜

して茶道宗家、千家署長表 の見患を催 した。蛍田 舎 ず る 者

大阪、紳戸か b も参加者あり合計約四十名、今出川質量宮

寺に集合、者f柄同寺で開催中の某務tT香花曾供8 f ω茶席に

列 じ た 後 十 般 の 内 塗 師 村 国 道 寛 氏 の 京 選 で 先 ず 裏 千 家

に至 ｆ 由 緒の槍返し門ｾ庭先 Ｒ え玄関等見耳鼻同家門弟の 方

か E主役明を聞 いた、 残念な事には有名な今日 PE茶 席は賞

日折慈し〈修理中で見る事が出来なかった。表千家では

同; m庭園に案内された o ""'J 休の像の安置された茶室や苔

むす庭の中〈弘 P さびたつ〈ばい不審庵さでは砂雲院迄

見事した後同家表の座敷に招じられ一閃湾茶の黙前 を頂

いた後室内限な く奔見三時牟 頃 解 散 した。 3誌な らでは見

られぬ有意義な 舎でる った。次回1'1 十月十八日大徳寺見

直鼻する。

。一一一←一一

‘ 大阪富勢委員曾の活動砂

0 八月二十一日二時から見事と納涼の曾をあ苧め泡で凋

いた。嘗日はマキノ扱膨所の建物と製作中のセットの

ー揚菌を見せ て貰った。撮彰所の見事は戦後始b であ

る。賞日設明案内につとめ b れ又穆 k 援 待 を受けた大

成経費量徐式曾荒土並に島田現揚主任タト係の方に紙上から

厚〈御紐申 上 げる次第である。

四時頃第二見修先の土主主博物 館 に入 P 九十九館長の案

内説明で種々珍らしい土族を見同館長邸の茶 j宿で 獄 茶

を頂主同家に入り貨物二十の扉十余種につき九十九氏

司曾で催され大嬰阪かであった。之がため時間を過し

たので生駒山上での納涼を止b 同席ーで文書島博士中村直

勝氏から主主駒附近についての極めて商白い歴史と文化

の事共につき約戸十分お話を聞いた。長い夏の陽も西

に傾いたので此良で解散した。

0 九月四日復興博」詮塁塁

目下限々しく開催中 の大毎主催復興博の開館前同建設

物の見事を催した。 t吉田曾ずるもの五十余名各よ本町

同博正門集合失k 記念品 と案内聞を受け井上重 太郎.

中 島 喜卒爾技師の案 内説明で場 内限な 〈努見、途中で

一旦休憩. 接待の 公 業 を喫した後同惨事務局楠次長よ

り挨拶あり木村委員長 答辞をと述ペた。更に各建物見事

四時解放した。夫よ! J .! . m費量特に同事務局から招 じら

れて主客省志の者三千名天王寺冨役所律上に曾し同博

の建貫主物 について批卵J曾晶玉関かれ井上. 中 島扇授。師6

解説苦心談あ り. 山本運送樹氏養員長代理 として挨拶後

同氏の指名で夫々意見開陳あり大量豊面白い話が出で簿

覧曾に ついて の意義あ る催しーであ った。 稲次長閑曾の

辞と 謝 意の，言 葉あり一同海幕解敬した。

0 十月六日 野外劇場と相撲場見事

( 1 ) 野外劇第一時か b 二 時迄栗山商事徐式曾車土総書苦に

係る市内新橋野外劇主義は大出Eで 始めての建 物 である。

施工者木村主主政株式官軍土星島村現援J主任か b 懇 切 然

も 明 瞭 な 説 明 が あ って揚内限な〈見I J ¥. 関前土から茶

菓の接待を受け二時すまP ー瓦 解 散 . 第二 見 皐 揚に向っ

た。

( 2) 大綱機関西本当事所 午後三時か ら堂島大橋 と路島

西遜の中聞に笈ゆ手間相撲場に集る。 f良成建物として

は主主例を見ないと評される丈あって、延約二千三百坪

と云ふデツカイ建物に先ず一驚した。薄暗い通路を経

て西側稽古土俵の横にしつ b へられた 政げの席に蔚〈

鴻? 也組から接待の茶菓を喫 して一周の集合を待ち大平日

書記長紹介の下 に施工昔背負の 川上現場 主 伝か b説明を

開 し 所 要 安 材 の 内 丸 太一万七千本、呑線図，! I，宇 . 釘

十 五樽 . 板材四千五百科i 三0 0石、縄二千貫. 蕊四千

五百枚‘ エ員延四千五白ん. 工費跡片附共四百余万固

とか承る、その宏f ' ! うおして知るベしである。之丈の

ものを僅か十一日間で取設しされる由何だか勿体ない

様な然もする. ヨえに勧進元本曾メ y パー吾婆重量一氏紹

介されて起ち て関西本場所を大肢 に事行ずる迄のい量

さっと 最近の角界の妹若手 について面白〈且奥Eまある話

があり、木村曾苦手委員長 よ P 爾者に封し『丁重な謝意を

述べられた後川上主任吾妻氏の案内で揚内限な〈見寧

し四時頃解散。一間関揚後の盗事混 とその成功を紡 P つ

h 室長路についたのである。

0 十月九日 p 臨時建築制限規則説明曾

清水建段大阪支j苫講堂にて約七十余名出席. 中野曾号事

委員幹事関合挨拶後宮脇大阪府建築部指導課長から改

正に至る概要につき設明後同課笹岡技師は) J ij 刷ノS! / フ

レッドにより一時間今に豆 P懇切なる解読あ P 質問慮

答後重量中主旨己より感謝と閉曾の挨拶 .OV ! J 五時頃非常に

有意義の曾を閉じた。
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( 奮) ( 務) ( 報) ( 告)

+ 月定倒理事曾

十月二十一日二時一四時朝日ピルA B C クラプ

出席竹腰令長外十一名

雄 事

1 . 卓上電苦言俊高島入の件

2. 衛生工業合勝演合援助の件

3. 評議員補欠の件

4. 跨隊員令開催の件

o. 共同募金支出方の件

6. 天満署後援方の件

7. 住宅金庫に関する件

8. 支琢占是f雪国産の件

9. 名君F合員推薦方の件

10‘ 建築波宮十競技執行規. 1 f ! 検討の件

11. 理事合決議事攻等認証方の件

12. 合員詮衡

諸 報
l t  

Eコ

1 . 九月分重吉野報告

本年三月か b 六ヶ月現在収支約十八高岡不足現欽

集金に努力中

2 建築便覧経過

牧支パヲ y スの見透が漸〈ついた年内に決算をな

ず主主定. 最後の五分間として残訴の虞淫に遁主主中

目下二万俗図支出中

3. 建築と舷舎の件

一九四八年第一銭特別合計で大体に於て収支見透

がつい たが伶一万絵図支出中

次君主から無料a付. 目下印刷中

備新聞に代る舎報を主とした雑音主型体を以て夜行

計笠中

4. 雑誌商務理恩給の件

終耳員後事Eへざる努力を績けてゐた用紙配給申筒は

十月初旬漸 〈文部省か b 本年四l f - 期分として五0

0 封度の鋼管を受げた

22 

5. : t 業新聞誌と解約経過

重量に決議された建築工業新聞紙と解約の件は双方

協議の結果受容を手交九月三十日限 P を以て一切

同枇と航係がな〈なった

同. 不総都市促進連合曾主要過

義市準備を主主 lbてゐた同舎は十月七日愛令式をg

u 目下有識者に敏を飛ば し啓掠運動に着手中. 近

〈建議其他に選議百十筆

7. 四舎連合工事務負親王室改正の併

六月以来回を震ぬ事十四国委員一同熱心協議の結

果協合案作成を見たので近〈東京で四合命令本格

的成案を得る運びである

8. " " 衝舎議翼め件ー

本合所廃合員中約四0 0名の書類を整備 して東京

に皇室 P 登録を終 P別哀の如〈近〈合穏員選撃の還

びである

9. 建築技士問題の件

日本建築士舎. 日本建築協舎、金園建怠業協令

日本建築耳鼻合の四合連合で建築技士制度に関し協

議する事にな P 十月十五日建築事曾で第一回曾合

協議した‘ 本合からは東京連絡員楓弁慶治君が出

席した

10. 曾a . 委員曾

毎月第一木曜委員合開催別項の如主事業をしてゐ

る

11. 数育委員曾

九月二十九日府市立候補から意見を聴した. 1苛今

次償還された府市教育委員と舎し串校施王室問題字

社曾文化英他の件に限し意見交換を催す2設定であ

る

12. 鐙材部舎

13. 出版委員舎. 木材委員舎、主記舎、主計舎は夫h

定例に開催してゐる

倶 ‘ 蛾 . . 舎 開 催

三十三年九月三日朝日ピルA B Cクラプで関縫

委任妖共合計出席四O 名 渓海治卒以下理事井上副合

長外九名出席二時二十分 鈴木末尾評議員合議長関曾を

笠し: 左官芭事項を審議決定した



ＨＱＩ 綿貫 ｉｊ 一郎ｾ更のイ牛

f主賓改正。正合員年額四八O 閥、ニ波正合員一口一、

0 0 0国. 准合員年額二四O聞 に 入 合 金 正 員 五O凶

准員三O 聞に改め十月一日か b j / ( 施する事

く2) 事務室一部移車専の件

現事務室は合合を開〈余地なきため近〈大阪建i i i : 舎舘

窓生功と同時に一瓢移車草する事

( 3 ノ建築工業新聞配布中止の件

値上要求に腹じ磁〈一時中止する$

( 4 ) 雑誌並舎報無料配布の件

次 貌tl .b華佐官事告ま代昆布、新聞に代る合戦を強行する事

( 5 ) 昭和二十二年度枚支決算報告の件

刻表の遜 P承J 1l

( 6 ) 昭和二十三年度改正毅算の件

令交改正と共に別表の遜1 J l象3車の更正を f寄り承認

( 7 ) 定款再f 貝IJ 第五項任期一年の評議員停車f J i 還の件

事cJ t 施方族長一任に決定 以 上

. 茶 ぱ な し φ

日本人の不名容の一つに回虫保持者が世界中で

一番多いと云ふ事である。験後此の傾向はー唐喰

し? こ様で此頃の犬伝の一寸しに病は之れが原因し

てゐると内科監の多〈が誼明してゐる。

所が此の挺除法がなかなか難儀とされてゐる。

マクェンもサント= ン錠剤はあるが.高いばかりで

殆んぎきかない。さかない筈はないが薬の適量の

ものが少いと博士はかこってゐ? こ。マクリやジヤ

クロ、柿の根な ε' 漢法療法が叫ばれてゐるが或ク

ラプで午時の茶話にコシナ話を聞い? こ、毎朝酢を

歪一杯位宛呑ひと不思議によ〈き、めがあり話し

てゐ fこ人も経験し? こ様であっ? こが、芳し之が有効

なら至極簡単で然もにやす t 出来る事であり人助

りにもなる。きて其の効果の程は? 賓験にし〈

はない、聞い? こま〉を放迭する事か〈の通り。

お 知 ら せ

員

品切ft 中の本合パツヂ今回銀製のものが出来ま

し? こ。代償受個金田拾圏、御購め洩れの方は事務

局入伺申込み下さ L 、、詮料を要する向は別に笈費

を頂きます。

@ 建築と枇曾残本

一九四八年度第一読は有料の? こめ全合員に配布

しておりませんので若干残本があります。

御希望の向は一郎三十回でお頒ちいTこします。

ii 曾費等御梯込に就て… … … … ii 

H  … 御協力お原ひ申上げます o 11 

! I.=: :=: ・:::::: ;:=: :=: :=: :=: :=: : : :=: : : : : : :=: : : : : . ' !

ゐらゆる機看守でお願しており土す遇 b集金郵便

制中止以来一般にお梯込みが涯延して唱舎の運営1，こ

大きな支蝉を来7こしております。

右は梯込みに非常な手数がか〉りつ ι 、億却の? こ

めで集金に来Tこらと云ふお「言葉も頂きますので出

来る限り参上或は御動党合計部まで取趨め年二三

曲分割お梯ひ願ふ等の方法を講じっ〉ありますが

全体から申せば極ー少部分であります。

大部分の合員各自は鹿範な地域に散在されてゐ

るので集金人を涙する事は例へ支部にしても不可

能の事かと考へられます、就きましては誠に御面

倒旦は御手ー教をかげますが一月号の御理解と深き御

愛曾の念に訴へておr挑込みに御協カ御願申上げま

す、多11梯込みは振替大阪三九九七五者宇多!I 利用が便

利で正確であります、倫逐々と娠替用紙に所要記

入を了して剣I請求する綴手配も進めておりますか

ら何卒宜敷伺l諒承伺利用限ひます

二十三年十一月

日本建築協会主計
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正曾員 安問立雄君 〈享年六十一才〉

京 都 文 郎 防 腐 評 議 員 去 る 月 日他界せら

る宴に痛惜の至りである、君は東京美術畢校の悶

身で長〈京都府に勤められ低寺孫長等を歴任され

てゐた、本合 には昭和十七年入曾 . 京 都 文 部 絞 立

後は同幹事として支部の議長に寄奥せられてゐた 、

特に京都の見事に 1' 1 治ど東進役をせられ英国E診が

吾人の燥に訪仰 として懐しさが ζ み上げて来る様

である‘ 君又受性温厚篤貨の土であったので各方

面から大挫惜まれてゐる . Eに諮ん・で哀悼の意を

表し御実施を祈る。

五曾員 岡本忠行君

評議員岡本忠行君去 る九月 忽然として天折さる民

に痛恨の縫みである. 君は早大建築科出身で長〈

大阪市建築技師を勤占うておられた。

本曾には昭和十一年入曾委員、幹事等を甥され熱

心に鐙浮きれてゐた、年齢漸〈三十九筒春秋に富

む前主主有震の土・であヲたのに情みても余! J h る次

第であ る、 主主に敬弔の誠を採りz御冥認を祈る 。

五番F員 山 中 鹿 太 郎 君

関西ペイ y ト社長として新がに有名な方であった.

本合には夙に入曾常に関心深〈寄せられ先頃来折

角同業祉の国体力日入等に主主力されてゐたが九月十

ニ日ついに五十七才を一期とし、 心臓 マヒで念 逝

された由、被に繁f零惜別の情に IIHへない次第であ

る. 鮫而哀悼のZぎを表し御冥預お新 P 申上げる o

I E曾員 津国敏雄君

元本合I i i i 事手宮田敏雄君昭和二十三年十一月十四日

突如として永眠され誠に痛f昔の綬みである。君は

東大徒主長科出身で後愛知厳重量採課長か b 大飯府主主

袋深長に祭事事せられ退官後起染事務M' を開設され

てゐたが戦後池田組に関係せられて居先由である

君又受位置E厚篤交の 土であったので、其の他界は

非常に借れておる。本曾には夙に入曾. 各積委員

幹事等帰され舎の隆mf に寄奥せられたが後前後二

期監事の重貨に還穆せられ克〈其任を重量された主主

績 は多大であった。去る十七日仁川の自邸で葬儀

が管まれ京飯紳建築関係知名 の士が多数含葬され

たが本舎からは弁上劃j 曾長及薮中一良. 志垣正次

爾理事が曾員並役員 代表として参列、弔詞朗積曾

努した。! l i に曾員各位と共に敬弔の意を表し御冥

F置をお析する。

団 員 佐 竹 信 措 場 安 治 君

本図書E夫 君 臨 谷 茂 二 郎 君

右五名は既に御逝去の 趣知己並に11J 先の向からお知ら

せがあ っ た。主主に議而御冥繭 をtVi る。

'

』

ι

・

-『=ロ員 の
4量F

E ヨ

勢

0 株式合駐木村組は今般木村建該株式 長1m士と改有専従来の

動員

一

曾

本軍士管業所を新橋ピノレの支居内に移された官通知があ

った。

0 安部1恒夫氏は今般木村組新橋支庖長を辞し安郎建政 捻

式 宮居士を創立鮭長に就任南画玉屋 町一 番地に事務所設

震の旨挨拶があった、 電 話 南 六O 五 委

0 株E零曾最士穣組は今般藤建築株式曾置土と改稽の宮大阪支

庖長亀井日告祐氏より通知があった。

0 黒田茂氏は今般今林建絞株式曾祉を辞し黒田建築事務

所を関長西区ｾ下通 一丁目一七に 事務所を貫主震の旨挨

拶があ っ た. 電話土佐沼二二二三番の由 、何同氏は日

本ｾ清緯害事 工 業株式曾軍士投両市長粂務の由

0 井上市太郎氏は今般日遅工業軍士を苦手し株式曾量士大阪興

f言所居士長に就任の通知があった. 本軍土阿部野' l ! ! i 北畠中

ニノー九電信天下茶屋三八七一昏

0 大下順三郎氏は先般和国組を辞任比程 より 徳島建物保

を株式f言語土荒士長に就任された由である。

0 中島喜平氏は今般日建工事長祉を苦手し従来から浪速宮元

町二丁目で管業中の娃害事施工業に専任される自である

ｏ 今 般 宮脇晴美ｾは 預阿蘇主主袋部長 に今ｬＪ窓際廷は山口

J孫建楽部長に岡本茂樹氏は兵庫県系主主苦手郎長に僚弁清之

助E正は 京都府主主録音事長に夫々妻賢縛された。

0 吉国信武氏は今般兵庫勝、建築課長に祭事事された。

雨戸! 閃間 同丙i

本語守合安其の他の集金をして頂〈人を求めます。

〈年齢50才 前 後 、 謬 際 不 問 、 身 許 確 貨 な る 方 〉

倫合員各位の方にて遁嘗 なる入あり まし?こならば

岩国家庭君

御斡旋下さい。

英他詳細は本合事務局 へ斜l連絡ゐりに し。

社 閣 法 人 日 本 建 築 協 曾
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。資 料 φ

23年 7 月: : n 日告示第 δ93 扱 ｾｭＡスレート公定僚俗主主奉

種 男IJ
製造業者調同格 I版 京事案者保円絡

備
考

卒 瓦 板 21. 0リ 23. 10

事F 光 瓦
31; 50 34. 自δ

1m 型車 額

ケ ラ F 、- 31. 50 84. ( )5 

イ 同一府勝、内持込i渡

重 f官
41. !l 2  41-i . l l  

10仰)
議貨不合

ロ

"  
外 "

1 5 %以内

ノ E〆 20. 5!l 22.fiδ 

棟
40. 09 会主. 10

円 荷造包2主主ルトキノ、 賞 受

巴 大 41.!l 2  4fj . l l  ー 策色七ルモノノ、 5 0 %以内

巴
A、 25. 20 27. 72 坪 ＳＶ 枚ｾ坪重量 ＳＰ 貧弱

鬼 大 20(1.自2 230. 58 

鬼
ノj 、 104. 82 115. 30 

日本窯業規格笹遜級ガラス ( J ES主主業8201)

1  表 「寧位mmJ

UEZ ロ 種 厚
ｾ＠ 聖

1 僚 乙のまE絡は普通板ガラ A ( 以下単に校ヵ・ラスと容< )  

に迎用する. ただし特殊板ガラコぇ( 型車臣、シマ校綿入

板およびミガキ板〉を除〈。 一 一 一

2 僚 との規格はおもに建築用と寧踊用とを型社象とする。

3 僚 板 ガ ラ ス の 品 種 と 厚 さ と は 1 表の湿りとする。

4  ｾ華 板ガラスの製逢寸法と箱入量立とは 2 衰 の と お P とし.

その寸法公差1 ' 1 土1 . 5mmとする。

2 表

一

寸 f去

呼 ぴ 方 並 厚

寧 位mm ( 括llli 内イ y チ〉

〈1158H. 卒bコ方ケメ7 ートル館

イート館)

日03日 1524 X  914 ((;0 X  3自)

4836 121!l xf l H ( 48 x 3p)  

3fi24 !l H x.fi10 (3fi '1( 24)  25 

3224 813x( HU ( 32 x  24)  28 

3618 円14x. . 57 ( 3品x 18)  33 

3616 HHx40f i  (3fi x  16)  38 

321自 813 x406 ( 32 x  16)  42 

2418 日10 x  457 ( 24x18)  50 

2416 日10x406 ( 24 x  1fi) 5自

1612 4( 焔 x305 ( l fi 官 12可 113 

並 厚 1. 7  - 2. 0 

3mm 厚 2 . 7 - .3. 2 

[ ) mm 厚 4. 7 - 5. 3 

箱 入 数 枚

3叫 I 5 m
m

厚

日平方メ戸トル詰 9卒方メ F トル館

( 100卒方 7- { . - ト館) く1 O( ) 卒方 7 イート館)

7  7  

8  8  

17 17 

19 Hl  

22 22 

25 25 

28 28 

33 33 

38 38 

一 一 一

5 僚 板ガラ スはその品 質によ っ て A I' P. 無 印 の 2 つに分げ、そ の品等は3表板ガラス品質検査要領に よって定め る。

( 特許綴準局昭和22. 5. 21 . 決定〉
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Ｈ事著書 ｾＳＲＰＱＩ
。
。

表

品 等

品 種 失 点

A 印

一 一 一 一

1 . 築物混入〈砂剰のようなもの〉 併 さ な い

立主

2. 透 説ヒズミ 〈筋のようなもの) 殆 どEEE践し得ない経微なもの

許容限度会長 15mm 以 内 た だ

3. ア ヮ し許君主限度以内でも集ったも

厚 のは許さない. ヤプレア 9 . I  A F-p以 外 の 品 質 の も の で 一 般 侠

色アワは許さない

一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一

ＴＮ 破損の原因と ＧＱｾ るもの 用に支障ない程度のものとする

( 反 p 、ヒピのようなもの) 許さない

3  11. 2. 4.  並 厚 と 問 時
111111 1  .. . .  _ .  • • I  ｾＱＷＭ ｾ＠ ， .... ｊｾ＠

厚

と 許 容8限の枚度大入は物〈で478枚は36入会)長以( G3  ー036)  
δ B アワ 以 上 山 1 1 m 以 |

ml l1 内. 以下のもの l  

厚 は会長15mm以内 i  

備 考 1. 1枚の板ガラスに各種欠点が併存し、または 1績もし〈は 2 種以上の欠点が集っているときはその個々

については許容限度内であっても総合的結果を剣厳して品質を定める。

2. 各板ガラスの品等選別は約500mmの距離において反射光線で行うのを原則とする。

原 案 作 成 者 板 硝 子 協 曾

務霊長委員曾 板ガラ Z 委員曾( 工業標単調査曾終業起長銭主主部曾合同〉

熔 接 鋼 管 と は

平静銅 ( 7 ープ〉を管長えに成形してガス又は震然で熔接したパイプです。

肉 厚 … ... . 1 mm- 2 8 mm外 径 ....;VS" - 3" の範閣で必要な寸法のパイプをす〈・作る乙とができる。

( 現在の生産能力 月産革命1 . 000道 〉

指定生産資料として完金な統制が行はれてゐる。

直 互 い 引 時 の 織 に 坤 か ら 何 回 も 51落 し て 射 に す る 無 恥 な い か ら 河 川 〈 且 つ 畑 で す 。

( 例 〕 品 名 肉 厚 外 径 債 格 ( l 屯 附 )

引 主主 管 2 . a mm 2 5 . mm 71，100向

熔 接 鋼 管 2. 3 mm 26.  !l m m  28，350囚

2. 鍛接管の燃に鍛接に必要な最小の肉厚束縛がないから康範周な種類のパイプが出来る 0

3. 又同じ 1 屯の切符で次の緑に長いパイプが入手出来る。

〈例ＩｾＨＢの揚合品 名 肉 厚 1 屯の長さ
債格( l 米懲り〉

直豆|

26 

瓦 斯 管 2 . 8 mm 502m 

隣 接 鋼 管 2 . 3 mm 715m 

向 上 1 . < i m m 1，028m 

4. 耐E区はおI <gj cm
2

迄のパイプを作るととが出来る。

5. 荷Z立霊式験…' " ー..( 総遊技術研究所で貧施したもの〉

品 名 外 担E 肉 厚

1.' ，ィ " 瓦 斯 管

1土i" 熔 接 鋼 管

〈俊鈍セズ〉

41. ! l mm 

41.日m m

3 . 2 mm 

2 . 5 mm 

44円24

30円仏2

20円51

荷重: kg

2. 000- . 2. 100 

2. 000- 2. 100 

電 線 管 〈 欄 及 厚 鋼 〉 ・ ・ ・・仏 E. S. 雲量 3:25)

自将軍用銀管… ・・… -・ … - … … … 一 (.T.E. S.金 属 3. 428 0. 50の

湾肉ガエ管…・……・・…. . . . ・ H ・- … . ( J . E. S. 金 属 3. 420 0. o07)  

皇室盛器用ラデ : r . - ! J . ーチユ戸プ 配電盤用パイプフレーム

銭道用 f雲量虎管 轄理主務車事換用連結管

自動車用ガエパイプ p ャヵー用管

ペット等家具パイプ 議船用手摺パイプ 脅容量軍管

建 築 、 穣 械 の 懇 管

最 大 曲 げ モ ー メ Y l- kg- cm 

15. 380 

.15. 370 

E.  M. 1・.fE線管( 米図式無ネグ電線管〉…. . . ・ H ・. . 計量生中 ｴ 容接鋼管協ｾ提供



主主に合報を主とした本ｾを第三君主主

後 記

して骨さんに御主主りする稼になった事

願: 御 j:稿 !投

を悦びます. 令長所感にもある如< 1抱度文部省から一郎

紙材の配給を受けた事は暗閣の積町から明るい大温に飛

出し大手を援って歩いてる稼な感じで愉快に洛へません

幸よ建は骨さんと共に章氏併の i i 配と第三留銃使の復活に

努力し普の様な雑誌にかへる様車遜し? とい主考へます。

ヨド盟主は之主主の工業新陶紙上で専f . 遣した事やfJ' a事を主材

として続したのですが曾務報告苧率家内容4容を余 P 忠j !

にすると倦怠を招〈織びがあ習又一面妖材のｾ用も当事・へ

られますので本音虎は比較的失望事の商に六鋭活字を多〈使

用し? と事を獄して頂き度いと考へます。

本音虎は初めての玖みとして殆ど事E量的に繍築いたしま

した。比の点についても管さんから御注意御指導あらん

事をお願ひいたします、次官置は明けて勿 k 各位に. まみ

ＨＲＳＮＱ ＱＮ ＱＵ ｦＺｬ｡ｾ主子記〕

える議定で目下印刷を完まいでお P ます。

編集で毎蹴倒みます容は記事の内容と其執

筆者の事ですがー郁の限られに執筆者のみに

偏;せ今、紫し〈柔味のある究費しにもの k し

て行き度〈思って居ります。

雑誌本来は皆さんの合誌であちます。殊に

合報を主. とし仁木誌は更に其感が深いと考へ

ておりますので合員各屠から、凡ゆる面で御

指宅事例後援を頂 t と共にま稿を寄せられん事

を待望して居ります。イIIJ 卒百しさ' し御投稿下

さい。特に若い方の寄稿を歓迎しております。

1 . 合員の撃としての意見開陳、

1 . 論文調のもの、建築に闘する参考資料、

1. 建設体験談〈苦心談、失敗談、成功談

等皆さんが変地にあ fこられて体験され

? こものをユーモア的に御願します〉

1 . 地方色紹介、〈郷土風土記、特色等〉

1 . 随筆、漫談、ヨント、笑話、停説、

1  詩歌、俳句、川柳等、 以上

但し長文に亙る場合は分割l し? これまは一部

取拾する事もありますので、編集に闘しまし

では勝手乍ら一切御任せ賜度いと恩、ひます。

( 編集子〉

競

Ii領 1昔官金40聞〈皇室料失〉

3  
第報曾

アスフアルト工事

舗装・防水・耐酸・防熱各種感用工事一式

昭和23年 12月8目印刷・昭和23年12月10日夜行

弘

曾

協築

l

匙

川

本
ロ
H

戸

摂

一

編集蛮行人庖商直鼎

B荷行きE大阪市北夜民砂町67童生剣所北側

電信銀J I l 2 9 2 2 替

密業所

大阪市北m中之島S ノ3朝日ピル

f 土佐算書 @  1836. 3631呑

也 脂 i北 潰 @1334- 9 容

鍍 容 口 座 大 阪 39975呑土木@建築@設計@施工

大 阪 市 東 西 北 積 三 丁 目 七

劇 人 見 島 明

日新建設工業株式合枇

印

大 阪 市 東 区 北 君 主 三 丁 目 七

印 刷 所 児 島 印 刷 株 式 合 枇

大 倉 直 三

三 好 利 彦

大限市生野区新今里町宜 J 六二

液締役置士長

専務取締役

仮事務所
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昭

和

三

十

三

年

十

一

月

サ

五

日

強

行

第 8 披

建

材

部

報舎

テ ッ ク ス

ア ロ 回 : ! 1 : - ' グ

F グ J イ ド 床 施 工

$ i i 1 光式遜風袋 曾

曾

回 遊 工 黛 有 限 曾 融

代 表 者 高 橋 準

大阪市西区江戸堀上遜ー丁目玉書地

電 路 土 佐 掘 @白3 4 2 5 容

上下水滋・衛生給水援m・冷房

厨am泉・蒸気笠然・虞笠置空備

路 線 械 e器具獲量E主主= 配管設備

特 許 汚 水 民 主 廼 ・ 病 院 綬 備

曾

本底管業所大飯市北: 1 1 ( 樋上町三八客地

t U舌期 Jl 噌 1581・17o7・3b74

支賠並 =t警察隊 東京・静戸・大脅・呉

蕗国桐

橡 弐

?  量土

大 阪 城 口 研 究 所

城 口 亀 吉

大 阪 市 北 区 間 町 一 ・ 蜘 堂 附 { 二 二 定

京都市東山区大和大路大仰前・官E厳格園田七回二

紳 戸 市 主 主 隠 匿 下 山 手 大 J 九

工施計設

搬

剛

腕

畑

一

生

所

器

棚

使

滋

豆

水

大

式

社

株

曾

優秀屋棋材料

厚型やよひス ν ー ト 裂 造 販 質

塗 装 工 事 請 資 業

やよひスレート株式奮』祉

大阪布北区高垣町八十番地

包括登崎ー六九・一七四番

豊中市大字長島一三一0 香

滋 館 三 同 七 七 容

裂 前 市 江 尻 町 三 三 八 署 地

修 業 所

大阪ヱ揚

叙J f 1エ場

応塗 装

林 武 吉

大阪市南区安堂寺橋通三丁目六一

電置き ｾｴ 演 ｀ＱＷ ｓＶ ・ ＳＸＳＹ

林

永年事旬愛顧を賜って居 P ま し た 東 存 木 材 4念式合訟土重量書容は

今 般 東 洋 建 築 棒 式 曾 祉 と し て 濁 立 新 援 足 ず る 事 に な P ました

枇曾式株築建洋東

賓

慣

金

四

十

圃

{彦

続

三

海

康

政

俊

勝

松

崎

本

管

回

赤

山

訟

本

太

締 役

取 締 役 業 務 部 長

取代 表

取 締 役 経 理 部 長

取 締 役 総 務 部 長

取締役東京支底長

(

塗

料

共

)

電 気 ・ 綬 房 ・ 水 道 ・ 衛 生

設備工事・設計・施工・請負

株 式 大 阪 電 気 商

曾 枇 大 阪 暖 房 商

取 締 役 搬 菅 谷 三 郎

本 底 大 阪 市 西 直 江 戸 郷 溜A - / 三七

電苦言土佐編@ a品昌一部oo谷

支 1i5 Ｎｾ・名古屋 ｶ

関援厨{ 紳戸・京郵・鳥取・扇岡・熊本・積あ

L岡山・高松・源弁・岐阜・新潟・仙台

大医市南区心聖者橋筋一丁目一一八番屋穀〈大丸六階〉

電 話 南 ( 75) 2 3 4 7 - 2 3 4 9 番

東 京 都 千 代 回 直 丸 ノ 内 ピ ル 四 O 三 説

電 話 丸 ノ 内 ( 23) 3  2  O  1 番

批

東京支底

み;


